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契約結婚の提案












　花束を腕に抱え、祖父が入院している病室までやってきた。ちょうど扉を開けようとしている背の高い人物を見つけて慌てて声をかける。

「緒方おがたさん！」

　振り向いた彼は私に目を留めた。それを視界に入れつつ早歩きで近寄り、声の調子を落として尋ねる。

「祖父にはもう会われましたか？」

「いや、これから」

「ご相談があります。少しお時間よろしいですか」

　緊張感を隠しきれていない私の様子に、緒方さんは訝しげに頷く。

　病室のすぐ近くにある談笑スペースに移動して、ソファに隣り合わせに座った。

　日曜日の昼過ぎ。見舞いに訪れた人たちが思い思いに談笑している。

　できれば落ち着いた場所で話をしたかったけれどやむを得ない。

　私が話し出すのを静かに待っていた緒方さんに向き直り、端整な顔を見据えてひと思いに言う。

「緒方さん。私と結婚しませんか」

　大丈夫。声は震えなかった。

　唇をきゅっと結び、驚いて言葉を失っている緒方さんを見つめ続ける。

　緒方さんは逡巡してからそっと口を開いた。

「それは、俺を社長にさせるためか？」

　たしかにその理由もあるが、そうでない理由も存在する。

　彼は、目の前にいる女が自分に想いを寄せているとは微塵も思っていないのだろう。

　私が口を開く前に、緒方さんは高すぎずそれでいて低すぎない聞き心地のいい声で続けた。

「事を穏便に進めるにはいい手段だと思う。だけど、キミがそこまでする必要はない」

　そんな気配りはいらないのに。

　いつもは魅力的に感じる彼の真摯な態度だが、今はその態度に胸が痛くなるだけだ。

　緒方さんの真面目さと対峙すると、不純な動機を抱いて彼に言い寄る自分の薄汚さが浮き彫りになる気がする。

　けれどこのチャンスを逃したら、彼に受け入れてもらえる日は二度と訪れないだろう。

　だからどうにかして、いい返事をもらわないと。

　先ほどの口調からは、私を責めている様子はうかがえなかった。だから諦めずにもう一度説得を試みる。

「祖父の問題は身内である私の責任でもあります。私は大丈夫です。でも緒方さんは、私では不満がありますよね」

　社会的立場も、外見も、私と彼では天と地ほどの差がある。

　分かりきっているけれど、口にすると余計にそれが際立ち、喉が詰まる感じがした。

　息苦しいほど鼓動する胸になんとか酸素を送りながら、考え込んでいる横顔を祈るように見つめる。

　時間はもどかしいほどゆっくりと流れた。宙を見て考え込んでいた緒方さんがようやく口を開く。

「本当にいいんだな？　後悔しないか？」

　念を押されて、半ば呆然としながら「はい」と蚊の鳴くような声で返した。

「分かった。結婚しよう」

　一番ほしかった言葉をもらえて嬉しいはずなのに。

　え、いいの？　私と結婚してくれるの？

　あまりにも上手くいきすぎている展開に、呆気に取られて喜びが湧かない。

「これからすぐに、社長に報告してもいいか？」

「は、はい」

「キミは黙っていてくれればいい。なにか質問されたら俺がなんとかする」

　頼もしい言葉に、こくり、と神妙に頷いた。

　四人部屋の右奥。そこが祖父のベッドだ。

「おじいちゃん」

　声をかけた私を視界に入れた祖父は頬を緩ませた。

　緒方さんは「こんにちは」と会釈してから、ベッドサイドに椅子をふたつ置く。緒方さんが座り、私はお礼を言ってから隣に腰を下ろした。

「緒方くんは、また会社の話をしにきたのか？」

　祖父は溜め息をついて、それっきり黙ってしまう。緒方さんは困ったように眉を下げた。

　祖父が脳梗塞で倒れ病院に運ばれてから三週間が経つ。異変に気づいてから処置に至るまでの対処が早かったおかげで命に別条はなかったが、右半身に軽度の麻痺を負った。

　リハビリは順調で、日常生活を送る分には問題ないところまで回復した。退院の日取りも決まっている。

　しかし退院できるからといって、デザイン会社『ミセル』の社長である祖父が、これまでと同じように働けるわけがない。再発の可能性だってある。

　そこで経営権をどうするか、ここ最近ずっと話し合いを続けているのだ。

　祖父の息子にあたる私の父親は、デザインにまったく興味を示さず普通のサラリーマンとして働いている。

　一方、私は中学生になって進路を考える頃になると、自然と祖父の築いたこの会社で働きたいと思うようになっていた。

　高校はグラフィックアーツ科に進み、更なる技量を得るため大学ではデザインだけにとどまらず建築を学んだ。そうしてミセルに入社して、ようやく丸二年が経過するところ。

　祖父は将来的に私に跡を継がせたいと考えているようだが、現実的に考えて私が今すぐ継げるわけがない。

　頭を悩ませていたところへ、社員のひとりである緒方さんが自分にやらせてほしいと願い出たのだ。

　才能と実績があり、社内一の売れっ子デザイナーである緒方さん以外に適任者がいるだろうか。

　しかし祖父は、家族にしか経営権を渡したくないという頭でっかちの考えでいる。

　祖父が病気を患っていなければ、不安を強いられている社員の身にもなれと説教してやりたいくらいだった。

「大切な会社だ。そう簡単に、他人に渡せない」

　沈黙を破ったかと思えばこんなふうに言う。

　祖父の気持ちは分かる。でもその発言は、これまで会社に大きく貢献してきた緒方さんに失礼じゃないだろうか。

　実際のところ、祖父が倒れて以来、社長に代わって仕事を捌いているのは緒方さんだ。

　だから私は他でもない緒方さんに契約結婚を提案したのだ。

　隣に座る緒方さんに目配せをする。私の視線を受け止めて彼は静かに頷いた。

「社長は、私が赤の他人であるから納得できないのですよね」

「まあ、そうだな」

　祖父は決まり悪い顔をする。

「でしたら、私が純奈じゅんなさんと結婚するのであれば、お許しいただけますか？」

　緒方さんの発言に祖父は目を剥いたが、私も違う意味で驚愕した。

　……初めて名前で呼ばれた。

「結婚？　純奈と緒方くんが？」

「そうです」

　緒方さんは平静な顔で受け答えしている。

　すごいポーカーフェイスだ。

　私の心臓はバクバクと激しい音を立てている。とてもじゃないけれど、いつもの調子で話なんてできない。

「将来的に家族となる人間であれば納得できますか？」

　緒方さんは至極真面目な顔をして祖父にたたみかける。

「社長、いかがでしょう」

　祖父は信じられないといった表情で私たちを交互に見た。

「ふたりは交際しているのか？」

　即答できずにいる私を庇うように緒方さんが答える。

「はい。私は、純奈さんをとても大切に想っています」

　嘘だと分かっているけれど、その台詞に心がときめく。

「なんだ、そうだったのか。それならそうと早く言ってくれればいいものを」

「申し訳ございません。社長が大切にされているお孫さんだったものですから、反対されるかもしれないと考えなかなか言い出せずにいました。それに、私の実力を認めていただいたうえで、会社を任せていただきたかったのです」

　私は緒方さんの言葉を複雑な思いで受け止める。

　そうだよね。本来であれば、嘘をつかなくても彼は後継者に相応しい人間なのに。

　それにもかかわらず、好きでもない私と結婚する羽目になったのだ。

　契約結婚なんてやっぱり止めた方がいいのかな……。

　私なりに長い時間を費やして決意したつもりだった。それなのに緒方さんの濁りのない瞳を見ていたら良心が咎める。

　しかしここで『嘘でした』と言ったら、それこそ祖父は緒方さんに嫌悪し、経営権を渡さなくなるかもしれない。

　どうしよう。

　自分で招いた状況なのに、私はもうひどく後悔し始めていた。

「緒方くんなら大歓迎だよ。そうか、ふたりが恋人同士だったとは」

　先ほどまでの態度を一変させて、祖父は嬉しくてたまらないといった表情になった。

　壊れたロボットのようにぎこちなく首を回し、緒方さんを不安げに見る。

　反対に緒方さんは、見たこともないような優しい笑顔を私に注いだ。

　不謹慎にも胸がキュンッと鳴った。

　イケメンの笑顔の破壊力は恐ろしい。普段は寡黙で、なにを考えているか分からないとまで言われている彼だからこそ余計に。

　腕に抱いたままだった花束の包装紙が、くしゃりと音を立てる。無意識に力が入っていた。

　ふたりの楽しげな声をどこか遠くに聞きながら唇を噛んだ。

　後で緒方さんとふたりきりになったら、もう一度話し合おう。

　そう考えて様子をうかがっているうちに、祖父によって私、舟橋ふなはし純奈と、彼、緒方郁人いくとは半年後に入籍をして、遅くても一年以内に結婚披露宴を行うと約束させられた。

　揃って病室を後にして、病院の廊下を歩きながら背の高い彼を見上げる。

「あの、緒方さん。提案した私が言うのもなんですけど、あんな嘘をついて、これから問題なくやっていけるでしょうか？」

　緒方さんは歩みを止めて、私の瞳を真っ直ぐに見つめた。

　痛いくらいに視線を注がれて、激しく鼓動を打ち鳴らす心臓が痛くなる。

「嘘を本当にしてみないか」

「えっ……？」

「会社のためを思って結婚しようと言ったのは分かっている。だからキミがどうしても嫌だというなら、時期をみて離婚してもいい」

　離婚というワードにビクッと肩が揺れた。

「でも努力してみてほしい」

「なにをですか？」

「俺を好きになる努力だ」

　仕事の時と変わらない淡々とした口調で言われて、急に心が冷静になっていく。

　彼も私と同じ。

　会社を守りたい一心で、私の突拍子もない嘘に乗っかったのだ。ただひとつ違うのは、私だけが彼に恋い焦がれているということ。

　私から提案したのだし、こう言われたら覚悟を決めるしかない。

　ただひとつ気になるのは……。

「緒方さんは、私を好きになれそうですか？」

　ドクドクと心臓から血液が全身に巡っていく音を聞きながら返事を待つ。

　緒方さんは一瞬驚いたような色を瞳に滲ませたが、すぐに頷いた。

「なれるよ」

　なんの迷いも感じさせない声色だった。

「そう……ですか」

　甘く切ない痛みが胸にじわじわと広がっていく。

　自分でもどんな返事を期待していたのか分からない。でも、もらった言葉を嬉しいと感じたのは紛れもない事実だった。

「まだ時間はあるか？　これからについて話をしたい」

　彼の真剣さが伝わってきて、私は浮ついた考えを頭の隅に追いやり、渇いた喉に唾をごくりと流し込んだ。

















堅物社長の婚約者












　新聞紙で包んだ桜の枝に顔を寄せて、スンッと匂いを嗅いだ。

　いい香り。少しでも郁人さんの癒しになればいいのだけれど。

　多くの車が往来する、大通りに面した二階建てのビルに足を踏み入れる。

　一見してカフェと見間違うこのお洒落な建物が、私が勤めるデザイン会社ミセルだ。

　エントランスに受付カウンターはなく、代わりにタブレット型端末が置かれていて簡単に担当者を呼び出せるようになっている。

　開放的な空間には大型モニターが設置され、今はうちで手掛けているドローン空撮と企業のプロモーションビデオのイメージ動画が流れていた。

　主にミーティングを行うスペースとなっている一階から、階段でロフトの二階に上がりながら腕時計で時刻を確認する。午前九時。

　始業時間の三十分前であるオフィスには静けさが漂っている。

　自分のデスクまでやって来て、小さく息をついた。

　……また朝早くから作業をしていたのだろうか。

　椅子の背もたれに全体重を預けながら、気持ちよさそうに眠っている人物をなんとも言えない気持ちで見つめた。

　そこまで丈夫な椅子ではない。いつかひっくり返って大怪我をすると、いつも言っているのに。

　彼のデスクの上には作業の時に使用したのか、たくさんの資料が散乱していた。

　執務エリアはふたりずつの区画で仕切られていて、十分すぎるくらい広さが保たれている。

　それにもかかわらず、私の左隣の人物は一週間もあればこちらのスペースに侵入してくるから困ったものだ。

　カーディガンを椅子にかけて鞄をデスクに置く。給湯室で水をたっぷりと入れた花瓶に桜の枝を活けて、ふたりの中間地点となるデスクの上に置いた。

「……おはよう。今日も早いな」

　声をかけられて振り向く。

「郁人さん。おはようございます」

　寝起きでもいい声だ。むしろ掠れた感じがいつもより色っぽい。

　郁人さんは仰け反ったまま「うーん」と唸りながら両手を広げる。その様子を、後ろに倒れやしないかと、ひやひやしながら見つめた。

「泊まったんですか？」

「いや、一度帰ったよ。夕飯も食べたし、風呂も入った」

「それならいいですけど……」

　郁人さんはデスクの上にある花瓶に目を向ける。

「桜？」

「はい」

「いいね。純奈が持ってきてくれる花、いつも楽しみにしているんだ」

　郁人さんは穏やかな笑顔を見せる。モデルのように整った顔立ちで隙がないように見えるのに、笑った時にできる目元と口元の皺が可愛い。

　綺麗に立ち上げた前髪はワイルドで色気があり、それでいて艶のある黒髪の猫っ毛は誠実な雰囲気と清潔感がある。

　今日も素敵。

　見惚れていると、郁人さんがのんびりと立ち上がる。

　一六〇センチある私より二十センチも高い郁人さんを見上げると、彼は私の頭にポンッと手を置いた。心臓がドキッと鳴る。

「コーヒー入れるよ。純奈はミルクと砂糖たっぷりでいい？」

「私が入れます」

「純奈はそこを片付けてくれないか」

　郁人さんは自身のデスクに視線を送った。私は仕方がないなと笑う。

「分かりました」

　給湯室に向かった広い背中を見届けながら、触れられた部分の髪を撫でつけた。心臓がトクトクと小気味いい音を鳴らしている。

　郁人さんがコーヒーを入れている間に自分のパソコンを立ち上げ、それから今にも崩れそうな資料の山に手をつけた。

　この世にデザイン事務所は数え切れないほど存在する。それは個人経営で従業員数が十名に満たない小さな会社が多いからだ。

　私の祖父が設立したこの会社ミセルは、従業員数約五十名。制作会社の平均従業員数は三十名から五十名ほどと言われているので、ごく平均的だ。

　四月現在そのトップに立つ緒方郁人は、大学で建築とデザインを学び、多数の賞を受賞している大手デザイン事務所に勤務した後ミセルにやってきた。今年で三十二歳になる。

　ミセルの創業者である祖父を持つ私は、高校と大学でデザインを学べる専門科へ進み、ここへ就職して今年で三年目の二十五歳。郁人さんのアシスタントをつとめている。

　社長であっても社員たちと同じ場所にデスクを持つ彼は、いい意味で社長らしくなく皆からの人望が厚い。

　ただ寡黙な性格で普段はあまり笑顔を見せないし、社長という肩書きから皆から近寄りがたいと言われている。

「片付けありがとう、助かるよ」

　背後からかけられた声に振り向き、苦い笑いをこぼす。

「郁人さん、すぐ散らかすんだから」

　戻ってきた郁人さんから湯気の立つマグカップを受け取って椅子に腰かける。

「一段落したんですか？」

　椅子に座る郁人さんは長い脚を組んで頷いた。

「後で純奈に確認してもらって、問題がなければクライアントに送るよ」

「見せてください」

「まだ就業時間前だ」

「それ、郁人さんが言うんですか？」

　クスクスと笑いながら郁人さんの方へ椅子をスライドさせると、郁人さんが僅かに左に逸れた。近寄ってパソコンの画面を覗き込む。

　新しく立ち上げる会社のロゴデザインの依頼だ。

　今回のように郁人さんを直接指名してくることは多く、彼はいつも目の回る忙しさだ。

　まだプリントアウトしていないようなので、私が代わりにマウスを操作する。

「あの、郁人さ……」

　振り向いたところに郁人さんの顔があり、吐息が感じられるほどの近さに驚いて息を呑んだ。

　一緒になって画面を見ていたらしい。気づかなかった。

「ん？」

　郁人さんは不思議そうに首を傾げるだけで、この距離感にまったく動揺する素振りはない。

　いつもこう。私ばかりドキドキしている。

「……本当に最終確認が私でいいんですか？」

「鋭い感性を持っている純奈に見てもらうのが一番いいんだ。このペールグリーンの彩度を上げた方がいいと、昨日アドバイスをもらったから無事に完成したんだし。それに、相沢あいざわくんにも確認してもらっている」

　相沢蓮介れんすけは、郁人さんと比べても引けを取らない我が社の売れっ子デザイナーで、郁人さんよりふたつ下の三十歳だ。

　そして郁人さんが新社長に就任した際に、専務取締役の肩書を祖父から与えられた人物でもある。

　ロゴデザインがプリントアウトされたコピー用紙に目を落とす。

　どうしたらこんなデザインが作れるようになるのだろう。

　私も郁人さんのようなデザイナーになりたいけれど、追いつける気がまったくしない。

「どうかな？」

　郁人さんの声に我に返り、返事をしようと顔をあげた時だった。視界の隅に現れた人物が「いいんじゃないですか」と平坦な声で言った。

　郁人さんが驚いたように振り向き、声の主を視界に入れて目礼する。

「相沢くん。おはよう」

　郁人さんに続いて私も「おはようございます」と頭を下げる。郁人さんには無表情だった相沢さんが、私には愛想のいい笑みを浮かべた。

　相変わらず郁人さんには不愛想だな、と思いながら微笑み返す。

　相沢さんは男性にしては女顔っぽく、中性的な雰囲気を持つイケメンだ。郁人さん同様に女性社員からの好感度は高い。

　ここ最近では、婚約者を持った郁人さんから、フリーの相沢さんへ推しを変更する者も出てきたと風の噂で聞いている。

「これなら先方にも満足いただけるのではないでしょうか」

　相沢さんの言葉に私も大きく頷いた。

「私も、シンプルでいて会社の特徴が伝わる、パッと目を引くロゴだと思います」

「ありがとう。それならこのまま進めるよ」

　郁人さんはそう言ってすぐに作業に取りかかる。相沢さんはその姿に静かな眼差しを送った後、桜の枝を見つけて瞬きをした。

「これは純奈ちゃんが用意したの？」

「はい。いつもと違う花屋さんに行ったらあったんです」

「華やかでいいね。今度、僕のデスクにもなにか飾ってもらいたいな」

　相沢さんに花を愛でる趣味があるとは意外だ。

　驚きつつも、こくん、と首を縦に振る。

「それなら、次は相沢さんの分も持ってきますね」

「ありがとう純奈ちゃん。楽しみにしているよ」

　機嫌よく笑って、相沢さんはひとつ隣の区画にある自身のデスクに向かって行った。

　見計らったように郁人さんが動きを止め、私をまじまじと見つめる。

「どうかしましたか？」

「いつから相沢くんに純奈ちゃんって呼ばれているんだ？」

「え、いつからだろう？」

　舟橋さんと呼ばれていた祖父と区別をつけるため、私を名前で呼ぶ人間は多い。だから気に留めていなかった。

「俺以外の男に、簡単に気を許さない方がいい」

　意味ありげな発言にドキッとする。

　一応婚約者だからこう言っているんだよね。

「二年間一緒に働いている仲ですよ。問題ないのでは？」

「相沢くんは別だろう」

　相沢さんは一見人懐っこそうに見えるが私生活はベールに包まれていて、社長以上に社員との間に分厚い壁があると言われている。

　郁人さんに対する相沢さんの態度はあからさまだけれど、郁人さんは誰にでも分け隔てなく接する。だからこういうふうに言うのは珍しい。

　私が思っている以上に、ふたりの間には不和が生じているのかもしれない。

「気は、引き締めます」

「そうしてくれ」

　作業を再開した郁人さんの綺麗な横顔を眺めながら、私は祖父とのやり取りを思い出す。

　元々、郁人さんは三年前に祖父が引き抜いてきたデザイナーだった。

　郁人さんはデザイン業界大手の会社で経験を積んだ、有能なデザイナーとして社内でも知られていた。だから新社長に就任するにあたって、新参者といえども社員たちの間でそこまで反発はなかった。

　ただ郁人さんと並ぶくらい実力があった相沢さんだけは違った。

　郁人さんより相沢さんの方がミセルでの勤続年数が長かったことが、彼の中で郁人さんに対抗心を燃やす要因になったのかもしれない。

　祖父は郁人さんとは何度も話し合いを重ねていたけれど、会社を任せてほしいという相沢さんの申し出には取り合わなかったという。

　どうして勤続八年目になる相沢さんを後継者候補から外したのか。それは私ですら知りえない。

　一度祖父にそれとなく聞いてみたのだが、純奈は知らなくていいと言われた。そう言うからには、それなりの理由が存在しているのだと考えている。

　結局、相沢さんが専務取締役の椅子に納まることで決着したのだけれど。

　でも相沢さんの態度を見ていると、まだ納得していないのは明確で。

　祖父に恩義があるからか私にはよくしてくれるけれど、郁人さんとも、もう少し心を通わせてほしいというのが本音だ。

「そういえば」

　郁人さんが椅子をくるっと回転させて私を見た。

「次の日曜日、空けられるよ」

「本当ですか？」

「ああ」

「よかった」

　嬉しくて胸の前で小さくガッツポーズを作った。子供のような反応をした私を、郁人さんは慈しむような笑顔で見守っている。

　恥ずかしくなって、すぐに手を太腿の上に戻した。

「ありがとうございます。楽しみにしていますね」

　友人が写真家として個展を開くので、一緒にギャラリーへ行ってほしいとお願いしていたのだ。

　ひとりで行ってもいいのだけれど、知識の豊富な郁人さんと展覧会を回るのは勉強になるし、絶対に楽しい。

　それに、単純に郁人さんと過ごしたいという思いがある。

「俺も行きたいレストランがあるんだ。夕食に付き合ってもらえるか？」

「もちろんです」

　郁人さんと休日を一緒に過ごすのは一ヶ月振りだ。

　前回は自宅用のパソコンを新調したくて、郁人さんに選んでもらった。

　雲の上の存在である郁人さんとプライベートで会えるようになるなんて、二年前は夢にも思わなかった。

　入社後すぐに、私は郁人さんのアシスタントにつかせてもらった。

　社長の孫娘ということもあり、相沢さん同様に郁人さんは私を大事に扱った。

　けれどその好意はひとりの女性に対してのものではなく、年の離れた妹に向けられるものと同じだった。

　七歳も離れているのだから仕方ないとは分かっている。でも私も今年で二十五歳になる。そろそろ大人の女性として見てほしい。

　ましてや婚約者なのだから。

「おはようございます。デートの約束ですか？　相変わらず仲がいいですね」

　いつの間に出社していたのか、隣の区画にデスクを持つ生駒いこま沙夜さやさんが顔をひょこっと覗かせた。

　鎖骨まであるピンクベージュの髪をゆるく巻いた装いは、春の季節に見事にマッチしている。

　猫のようにつり目で茶色の瞳を持つ私とは違い、リスのような丸い黒目で柔らかさのある顔立ちは見ているだけで癒される。

　それでいて、私と二歳しか離れていないのに落ち着いた色気が漂っている。私が今一番憧れている年上の女性だ。

「緒方さんばかりズルいですよ。純奈ちゃんと遊びたいメンズはたくさんいるんですから」

　沙夜さんが口を尖らせて冗談を言う。

　この気さくな性格から沙夜さんは男女問わず人気がある。郁人さんに対しても率直にものを言う大胆さは、婚約者の立場からしたら見習うべきところだ。

「私も純奈ちゃんと飲みに行きたい。今日なんてどう？」

「行きます」

　即答すると、沙夜さんは「ノリがいい子は好きよ」と笑った。

「純奈と遊びたい人間が多いっていうのは本当か？」

　ひとりだけ生真面目な顔でいる郁人さんが、深刻そうな口ぶりで沙夜さんに聞く。

「さすがに社長であり、婚約者である緒方さんの耳には入らないですよね。どうにかして、合コンをセッティングしようと試みる輩が一定数いますよ」

「沙夜さん、冗談はそれくらいにしておいてください」

　郁人さんをからかっているだけだ。そんな話、私だって知らないのだから。

　それなのにどうやら真に受けている郁人さんは小難しい表情を作る。

「変な虫がついたら困るな。俺の婚約者だと知らない人間はいないはずなのに」

　本当に心配しているように見えるけれど、これは演技なのかな。

　私たちが同盟と呼べる婚約関係を結んでから一ヶ月。

　郁人さんは職場で、シスコンとも呼べる私への愛着を隠そうとせず、むしろ見せつけるように振る舞うようになった。

　どうして必要以上に可愛がるのかは分からないけれど、そうすることで私を好きになろうと奮起しているのかもしれない。

『俺のことは郁人と呼んでほしい。俺はキミを純奈と呼ぶ』

　郁人さんが私たちの関係を公にした日。社員たちの前でそう宣言されて、全身が燃えあがるほど恥ずかしい思いをしたのは記憶に新しい。

　あの堅物人間が……と、郁人さんを目の前にして思わず口走っている社員もいたほどだ。

　だから私は郁人さんから相当溺愛されている、と社員たちに周知されている。

　でも私からしてみれば、猫や犬を愛でているのと変わりないように思う。どこまでが本心なのかも分からないし。

「緒方さんの婚約者でも、まだ結婚しているわけではないですから。障害があるほど燃えるタイプはいますよ。特に、社外に」

　沙夜さんってば。次から次へとよくもまあそんな嘘を……。

　苦笑しながらも、郁人さんの反応が気になる自分がいるから困ったものだ。

　でも私に色恋の気配があると聞いたら、もう子供ではないのだと少しは郁人さんの見方が変わるかもしれない。

「血気盛んな奴が多いんだな。どうしたものか」

　郁人さんは椅子に背を預け腕組みをして唸る。

　複雑な思いでふたりのやり取りを眺めているうちに、執務エリアは続々と出社する社員たちの活気で満ち始めていた。






　その日の業務を終えると、沙夜さんとふたり会社近くの居酒屋に入店した。

　十九時を回ったばかりの店内はまだ席に余裕があった。

　私たちはよほどのことがない限り定時を大幅に超えない。

　デザイン業界は基本徹夜が多くとてもハードなのだが、うちの会社では徹夜も、遅くまでの残業も禁止されている。

　今朝の郁人さんのように、一度帰宅して早朝から作業を開始したりする人間はいるが、かなり稀だ。

　私は郁人さんのアシスタントだが、知らぬところで早朝から仕事をされるとフォローのしようがない。郁人さんはそれを分かってやっているのだろう。

　といっても、いまだに私が手伝える仕事はほとんどないのだけれど。

　今日も今日とて酒が進む。楽しい気分にさせてくれるお酒は大好きだ。

　沙夜さんがよく私を誘うのは、同じペースで酒が飲める人間だというのが大きいのだろう。

「緒方さんって本当に純奈ちゃんが好きだよね」

　生ビールを煽り、頬を赤くした沙夜さんがにこやかに言う。

「どうでしょうね」

　私はたこわさびを箸で突きながら曖昧に笑う。

　あの日、私たちの間では決め事が交わされた。

　入籍は半年後の九月で、結婚披露宴は来年の四月。その間、互いに相手を好きになる努力をする。それでも関係を持続できない状況に陥ったら、遠慮なく申し出て関係を解消することだ。

「普段にこりともしないのに、純奈ちゃんにはあんな甘ったるい笑顔を見せるんだよ。大好きでしょ」

　ふふふ、と笑って、沙夜さんは唐揚げを頬張る。

　こういう時、皆を騙している事実が私を苦しめる。すべてを打ち明けて相談できたらどれだけ楽になれるだろう。

「緒方さんは仕事人間だから、ちゃんとふたりの時間が取れているのか心配していたけど、大丈夫そうだね。今度デートするんでしょ？　いつ振りなの？」

「一ヶ月くらいです。あっでも、仕事終わりに二回ほど食事に行きました」

　答えると、沙夜さんは「はあ!?」と怒号のような大きな声を上げた。私は驚いて身体を仰け反らせる。

「放置しすぎじゃない!?」

「で、でも、郁人さんなりに時間を作ってくれていると思います。それに、会社で毎日会えますから」

「相手のために時間を作るのはあたり前よ。純奈ちゃんはもっとワガママ言っていいと思う」

「そうなんですか？」

　交際経験ゼロの私には比較対象がなく、大人の男女がどういう交際をしているのかいまだに分からない。

「そんなだから隙を狙う奴が現れるのよ」

「え、あれって本当の話だったんですか」

　作り話だと思っていたのに。

「いつも緒方さんといるから、純奈ちゃんに話がいかないのは当然か」

　私を見る沙夜さんの目に同情の色が浮かんでいる。

「本当に合コンの話が出たりしているんですか？」

「そうよ。嘘を言ってまで緒方さんの出方をうかがったりしないわ」

　まったく実感が湧かない。

　大学までは異性からの好意を感じる機会もなくはなかったけれど、それでも交際に発展したりするほどではなかった。暇さえあればデザインの勉強に明け暮れる私のがり勉生活を知れば知るほど、興味を失ったのだと思う。私は私で、いいなと思う人ができてもどうアプローチしていいのか分からなかった。

　就職してからは、とうとうそういう機会すらなくなった。

　社長の孫娘になんて、怖くて手を出そうと思わないよね。

　でも沙夜さんの言っていた通り、社外の人間ならありえる話なのかもしれない。それにしても……。

　祖父が退いても、今度は新社長の婚約者ときたものだ。改めて自分の立ち位置を客観的に見て、肩書だけは仰々しいなと思った。

「ねえ、この際だから一度合コン開いてみない？　そうしたら緒方さんも焦るんじゃないかな」

「私は、沙夜さんや郁人さんとお酒を飲んでお喋りをするのが、一番楽しめます」

「可愛いこと言うんだから」

　沙夜さんは複雑そうな笑みを浮かべてビールを煽った。

　私を心配してくれる気持ちに感謝しつつ、沙夜さんを騙していることに申し訳ない気持ちが生まれた。

　二時間の飲み放題でたっぷりとアルコールを摂取して沙夜さんと別れる。

　駅のホームで電車を待つ間、自動販売機で冷えたミネラルウォーターを購入した。

　火照った身体に水を流し込んで一息つく。

　胸の下まである長い髪が柔らかな風に吹かれてなびき、なんとなく指で毛先をすいた。

　仕事中は前髪と共に後ろでひとつに結ぶのだが、首が冷えやすいので業務時間外になるとすぐに髪を下ろしている。

　私もたまには沙夜さんみたいに髪の毛の色味を変えてみようかな。もうずっと明るめの栗色だし。

　そんな取りとめのない考えを巡らせていると、ワイドパンツの後ろポケットに入れてあるスマートフォンが振動した。

　手に取って確認すると、郁人さんから【まだ帰っていないなら迎えに行くよ】とメッセージが届いている。

　付き合うようになって知ったのだが、郁人さんは過保護だ。

　今から電車に乗るので大丈夫だと返信すると、またすぐに返ってくる。

【家に着いたら連絡するように】

　なんとも言えない感情がぐるぐるとお腹の辺りで渦巻く。

「私のこと、少しずつ好きになってくれてるのかな」

　とても小さなひとり言は、ホームに流れ込んできた電車の騒音に紛れて消えた。
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　玄関にある姿見鏡で、もう何度目かの全身チェックをしていたらインターホンが鳴った。

　すぐに扉を開けると、雑誌から飛び出てきたようなイケメンが佇んでいて目を眇すがめる。後ろを振り返り、リビングにいる両親へ声をかけてから外へ出た。

　郁人さんのそばへ駆け寄ると、頭の上にポンッと手を置かれる。

「髪、巻いた？」

「はい」

　さすがデザイン会社の社長と言うべきか、郁人さんは些細な変化を見逃さない。

　頭の上から大きな手のひらがするりと下りてきて、ゆるく巻いた髪の毛先を弄ぶ。

　こういうスキンシップは、日常生活の一部としてごく自然に溶け込んでいる。ただ今日は、襟ぐりが広いライトピンクのセットアップのニットワンピースというデート服を着ているせいか妙に落ち着かない。普段はカジュアルな服装ばかりだから。

「可愛い。似合ってるよ。服もいつもと雰囲気が違って新鮮だな」

　郁人さんの甘い言動が私の身体を熱くさせる。恥ずかしくて顔を上げていられない。

「ありがとうございます」

　俯いて呟くと、さっと手を取られた。

　繋いだ手はすぐに郁人さんの黒いセダン車の前で解かれる。郁人さんは助手席のドアを開け、私は促されるまま本革のシートに腰を下ろした。

　デスクはいつも散らかり放題なのに、車内は綺麗だ。

　運転席に乗り込んだ郁人さんは、手首を軽く振って腕時計の位置を直した。そんな何気ない仕草にすらドキドキする。

　郁人さんは黒のスキニーパンツに白のロング丈シャツというシンプルな装いで、彼のスタイルのよさが存分に活かされている。

「寒かったり暑かったりしたら、エアコン好きに弄っていいから」

　優しい気遣いにこくりと頷く。そして車が流れるように走り出した。

　個展の主催者である高校の同級生は、大学卒業後ドイツへ渡り、つい最近帰国したばかり。

　ギャラリーの駐車場に到着して、郁人さんは車の後部座席からグレージュのチェスターコートを取って着た。

　カッコいい。

　思わず感嘆の息を漏らす。

「行こうか」

　穏やかに晴れ渡った青空の下で微笑む綺麗な顔に、ときめかない女性なんてこの世にいるのだろうか。

　時刻は十七時を過ぎたところ。遅めの時間になったのは、この時間帯なら受付にいると友人に伝えられたからだ。

　駐車場からあたり前のように繋がれた手が気になってそわそわしてしまう。

　友人が見たらどう思うだろう。恋人なのかと質問にあうかもしれない。

　私の心配をよそに隣に立つ郁人さんはどこか楽しそうだ。

　郁人さんは最近依頼が重なって忙しい日々を過ごしていたから、ゆっくりできるのは久しぶりなはず。今日という日が息抜きになったらいいのだけれど。

　考え事をしていたら手に力が入っていた。慌てて指を動かして、郁人さんの指との間に隙間を作る。すると郁人さんは前を向いたまま手をしっかりと握り直した。

　心臓がぎゅっと締めつけられて一瞬息が止まる。

　困ったな……。

　胸の高鳴りが手のひらを通して郁人さんに伝わりそうで、余計に落ち着きをなくしてしまう。

　貸しギャラリーで展示しているものは作家自身が販売を行う。友人がいるこの時間帯を狙ってか、受付には数名の列ができていた。

「賑やかだな」

　郁人さんが感心したように漏らす。

　同級生たちの活躍を目の当たりにする度、置いていかれる恐怖を感じる。自分の才能のなさを痛感させられ、心を悩ませる機会は最近ぐっと増えた。

　まだ三年目だもの。焦ったらダメよ。

　努力すればおのずと結果はついてくると私は思っている。これは私と郁人さんの関係にもあてはまる。

　列が進み、長テーブルに腰かける友人の前までやってきた。

「純奈！　来てくれてありがとう！」

　私を見るなり友人はぱあっと顔を輝かせる。

　眩しい、と思った。

　友人は郁人さんを見上げて不思議そうにした。

「純奈の彼氏？」

　そうだと伝えようと口を開きかけたところで、くいっと手を引かれる。意表を突かれて口をつぐんだ隙に、郁人さんが代わりに答えた。

「そんな感じです。また機会がありましたら、改めてご挨拶をさせてください」

　にこやかに言って後方に視線をやる。

　私たちの後ろにも人がいるので、長話はしないと決めていたのだろう。友人も意図を理解したようで、胸の前で手を合わせる。

「ゆっくり話せなくてごめんね」

「ううん。今日は作品を見にきたんだから。しばらく日本にいるならまた今度会おう」

「分かった、連絡するね。ふたりの馴れ初めも聞きたいし」

　友人はニヤッと笑う。私はどう返していいのか分からず曖昧に微笑んでその場を後にした。

　郁人さんは恋人だと明言しなかった。

　どうして言葉を濁したのか聞けばいい。疑問を解決させるのはとても簡単だ。

　けれど郁人さんがいつもと変わらない静かな表情を浮かべていて、それが〝いちいち聞くな〟と言っているようで躊躇する。

　単純に、やりとりが面倒だっただけかな。

　自分なりに納得のいく答えを見つけて、もやもやする気持ちを整理させた。

　中へ進み順番に作品を見ていく。

　写真はどの媒体においても存在感を発揮し、印象を左右する重要なモチーフだ。それゆえ、どんな用途のデザインにも幅広く使用される。

　例えばこの写真だったら、なにに、どのように配置してトリミングするのか、写真の加工方法なども含めて、郁人さんが説明してくれた。

　知識が増えると、自然と写真の見方も変わる。

　友人がどんな気持ちでシャッターを切ったのか、どうしてこの対象物に焦点を当てたのか、想像するのは楽しかった。

　そんなに大きなギャラリーではない。それでも時間をかけて見て回ったら、一時間以上経過していた。

　接客中の友人に軽く挨拶をし、ギャラリーを後にして車に戻る。

「このままレストランに向かっていいか？　前に店のチラシを手がけたところで、お礼にと前々から招待されていたんだ」

「もしかして、最近リニューアルしたイタリアンレストランの？」

　郁人さんは「そう」と呟いて車を発進させる。

　アシスタントである私はレストランの詳細をもちろん知っている。

　高級レストランと呼ばれるそのお店は、たしか一番安いコースでも一万円以上はしたはず。

　私はそんな高級店に行った経験はない。

　どうしよう。緊張する。

「あの、マナーとか分からないんですけど」

　恥を忍んで正直に不安を漏らすと、郁人さんは前を見つめながら目元を和らげる。

「そんなの気にしなくていい。カーテンで仕切られた半個室だから、俺しか見ていない」

「郁人さんに見られるというだけで、十分恥ずかしいです」

　それに郁人さんとふたりきりだなんて、今度は別の意味で緊張する。

「食事が美味しいと評判の店だし、純奈にはただ食事を楽しんでもらいたいだけだから」

　笑顔で言われてしまっては、それ以上マイナスな発言はできなかった。

　繁華街にあるビルの一階にそのレストランはあった。車はすぐ隣のコインパーキングへ停めた。

　店に入り郁人さんが店員に名前を告げると、丸テーブルに椅子が二脚用意されている席へ案内される。

　アイボリーのストリングカーテンで仕切られた空間は、狭すぎず広すぎず、居心地よく感じられた。天井を見上げると小ぶりのシャンデリアが輝いている。

　高級店と聞いていたから、もっと重厚な内装と予想していたけれど。

　いい意味でかしこまっておらず、落ち着いた雰囲気に安堵して肩からふっと力が抜けた。

　店員が乾杯用のシャンパンを運んでくる。

「郁人さん、車はどうするんですか？」

「俺のドリンクはノンアルコールだよ」

「それなら私もお酒はやめておきます」

「純奈は好きなだけ飲んでいいよ。俺は飲むと理性を保てなくなりそうだから」

「理性？」

　言葉の意味が分からずオウム返しする。郁人さんは目元をすっと細めた。

「送り狼になられたら、純奈も困るだろう」

　それって……。

　意味を理解して、ぶわっと顔に熱が集まった。

「な、なに言ってるんですか」

　冗談なんて言わない人なのに。

　ふたりきりの時に軽口をたたかれると心臓に悪い。

「ああ、でも、素面の方が危ないか。酔った女性相手ならなおさら……」

　とんでもなく変な顔になっていたのだろう。チラッと私を見た郁人さんが、おかしそうに声を転がせた。

「そんな困った顔するなよ」

「郁人さんが変なこと言うからです」

　ムッと口を尖らす。さっきから顔だけじゃなく全身熱い。まだお酒を飲んでいないのに。

「変なこと、ね」

　含みを持たせたように聞こえたのは気のせいだろうか。

　これ以上緊張したら食事が喉を通らなくなるので、深く考えるのはやめておいた。

　郁人さんと乾杯してすぐにシャンパンを飲み干すと、結局勧められるままに美味しい料理に合うソムリエ厳選ワインを堪能する。

　緊張を解くにはアルコールを摂取するのが一番だ。

「今日は誘ってくれてありがとう」

　前菜とパスタ料理を食べ、メイン料理のお肉とお魚が運ばれてきたタイミングで郁人さんが改まって言う。

「こちらこそ貴重なお休みに、付き合ってくださってありがとうございました」

　髪が料理につかないように浅い会釈をする。頭が揺れて一瞬くらりとした。

　アルコール度数が高いものばかりだったから、酔いが回るのがいつもより早い。

　しまったな、と思いつつ水が入ったグラスを手にする。

「俺よりも、大学の友人を誘った方がよかったんじゃないのか？」

「郁人さんと観覧するのが、一番楽しめる気がしたので」

　ちゃんと自分の呂律が回っているのか怪しい。

「どうして俺となら楽しめるんだ？」

「郁人さんは知識が豊富ですから」

　気を悪くするような発言はしていないはずなのに、郁人さんの目つきが鋭くなる。

「まさか、今日は勉強会のつもりだったんじゃないだろうな」

「そういうわけではないです」

　慌てて頭を横に振ると、またくらくらした。掴んだままだったグラスを持ち上げて水を口に流し込む。

「俺はデートのつもりだった」

　口に含んだ水を噴き出しそうになった。激しく咳込んで、薄い涙の膜が張った瞳を郁人さんに向ける。

　私もデートみたいだと浮かれていたけれど、まさか郁人さんも同じように考えていたなんて驚きだ。

「俺以外に、休日を一緒に過ごす男はいないと思っていいんだな？」

　これは私の交友関係を気にしていると思っていいの？

　ドキドキと早鐘を打ち始めた心臓がうるさくて頭に響く。細い息を吐いてから切れ長な目を見つめた。

「いませんよ。いたら、郁人さんに失礼です」

　自分がとても微妙な表情をしているのが分かる。

　郁人さんの心情が読み取れなくて、困惑と期待がない交ぜになっているせいだ。

「そうか」

　郁人さんは納得して頷き、動きを止めていたフォークを料理へと伸ばす。

　どうやらこの話題は終わりらしい。期待していた反応をもらえなくて胸の奥がちくりと痛んだ。

　どういう意図があってそんな質問をしたのか、少しは気持ちを透かして見せてくれてもいいのに。

　私の心を荒らしておきながら、郁人さんは何事もなかったかのように振る舞う。

　この一ヶ月、翻弄されてばかりだ。

　だからこそ私は、この恋心に気づかれないよう必死になっている。

　まだ伝えるには早い。

　たっぷりと時間を使って、最良のタイミングで告白するのだと心に決めている。

　だって、不純な動機で結婚を提案したと知られたら。

　好きになってもらうどころか、汚い人間だと嫌われてしまう。

　その後レストランの男性オーナーが挨拶をしに来て、少しばかり仕事の話をした。オーナーから名刺を新調したいという相談を受けると、郁人さんはデザイナーの顔になる。

　その頼もしい顔つきを私は静かに見つめた。

　彼と出会ってから三年。私が知る限り郁人さんの浮いた話は耳にしていない。

　郁人さんほどの人を周りの女性たちが放っておくとは考えづらく、彼が意図的に避けて通ってきた結果だと推測する。

　女性を嫌っているようには見えないけれど、かといって飢えている感じも一切しない。

　私と恋愛をしようなんて、本気で考えているのか疑わしくなるほどに。

　だから、優しくしてもらっているからって勘違いしたらいけない。

　郁人さんは会社の経営権を手に入れるために、私と婚約関係を結んだだけ。

　でも、自分の人生を投げ打ってまで手に入れるほどの価値が、うちの会社にある？

　これについても率直に聞けばいい。けれどその答えによっては心になんらかのダメージを負いそうで、怖くて口にできない。

「お食事中に失礼いたしました」

　考え込んでいた私にオーナーが向き合って頭を下げた。ハッとして背筋を伸ばす。

「いえ、ご招待いただきありがとうございました。お料理もお店の雰囲気も、どれも素晴らしいですね」

　私が笑みを浮かべると、オーナーは顔をほころばせた。

「ありがとうございます」

　オーナーとは打ち合わせで何度か会っているけれど、いつも穏やかな姿勢を崩さない人なので気持ちよく仕事ができた。

「彼女も気に入ったようなので、デートの際、今後も利用させていただきますね」

　郁人さんの言葉にオーナーは軽く目を見張る。

「仕事だけでなく、プライベートでもパートナーだったのですね」

「近いうちに彼女も緒方になりますよ」

　えっ……。

　結婚をほのめかす発言をした郁人さんを驚いて見つめた。

「それはおめでたいですね。その際は、改めてお祝いさせてください」

　ありがたく厚意を受け取った私たちはお礼を伝え、オーナーは店の奥に戻っていった。

　再びふたりきりの時間が流れる。

「あの、郁人さん。どうしてオーナーに私たちの関係を伝えたんですか？」

「いけなかったか？」

「いえ。ただ、私の友人の前でははぐらかしたように見えたので、どうしてなのかなと」

　展覧会の時のモヤモヤする気持ちは流して忘れ去ろうとした。けれどさっきの郁人さんの態度でぶり返し、余計に気になってしまった。

　困らせる質問だったかな。

　膝の上で両手を強く握り合わせる。

「俺たちは普通ではない始まり方をしただろう。友人となれば明け透けにものを言うだろうし、あれこれと聞かれて純奈を困らせたくなかったんだ」

　全部、私を気遣っての言動だったの？

「……そうだったんですね」

　思いがけず彼の優しさに触れて胸が熱くなった。

「でも、できればさっきみたいに、ハッキリと言ってもらえた方が嬉しいです」

　これくらいの願望なら伝えても問題はないよね。

　私の率直な思いを受けて、郁人さんはなにかを確かめるように私をジッと見つめた。

　心臓がドキドキと激しく鳴って、緊張感から身体が少し震える。

「分かった。これからは、友人の前でもかまわず純奈を可愛がるよ」

「か、可愛がるって、ちょっと意味合いが違いますよ」

　あからさまに狼狽えた私を見て、郁人さんは片方の口角だけを上げて薄っすら笑った。
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　もしかしてからかわれた？

　意地悪そうに微笑む顔があまりにも魅力的で、郁人さんへの恋心がさらに燃え上がる。

　痛いくらいに胸が締めつけられ、心臓が壊れるのではないかと本気で心配した。

　残すところデザートのみとなり、もう少しで楽しい時間も終わりだ。

　ふう、と息を漏らす。唇からこぼれた吐息がとても熱っぽくて、改めて自分が相当酔っているのだと気づく。

「もう飲まないのか？」

　先ほどから飲み物を水にシフトした私に、郁人さんは不思議そうに尋ねる。

「飲みたい気持ちはやまやまなんですけど、これでもすでにかなり酔っているんです」

　良いのか悪いのか、私は顔に出ないタイプだ。

　郁人さんは目を丸くする。

「全然赤くなっていないから、これくらいは大丈夫なのかと思っていた」

「これくらいって、かなり飲んでいますよ」

　私は苦い笑いをこぼす。

　どんどん飲ますなあとは思っていたけれど、なるほど。かなりの酒豪だと誤解されていたらしい。

「たしかにそうだな」

　郁人さんは納得したように頷いて、まじまじと私の顔を観察する。

「言われてみれば、目がとろんとしている」

　とろん……って。

　なんだか猛烈に恥ずかしくなり、手のひらで頬を押さえた。

　くすぶっていた火が、油を注がれて燃えあがったかのように身体が火照る。

「あの、あまり見ないでもらえますか」

「なんで」

「恥ずかしいので」

「ふうん」

　必死に羞恥心と闘っているのに、郁人さんはお構いなしに視線を注ぎ続ける。

「酔うと可愛くなるんだな。いや、いつも可愛いけど」

「子供っぽくなるって言いたいんですか？」

「その逆だよ。いつもは真面目でピシッとしているのに、酔うとふわふわしてて、隙があって、こう……」

「こう？」

　首を傾げて続きを催促する。

「グッとくる」

　えっ。

　予想していなかった言葉に頭が真っ白になった。

　硬直している間も郁人さんの瞳は真っ直ぐに私をとらえる。その黒目にいつもとは違う色が浮かんでいるように見えて、喉をごくりと鳴らした。

「あの……」

　私が口を開いたのとほぼ同時に、カーテンの向こうから店員の声がかかる。デザートが運ばれてきたのだ。

　目の前に出されたアイスケーキを口に運ぶ手が、ぷるぷると小刻みに震えている。心臓はあり得ない速さで鼓動していた。

　さっき私はなにを言おうとしたのだろう。考えても思い出せない。

　郁人さんの色香にあてられて少しおかしくなっていたみたいだ。

　数分前とはどこか違う空気が流れるなか、私たちは静かに食事を終えた。

　店を出ると、先ほど食べたデザートのアイスケーキと、少し冷えた夜風のおかげで幾分か酔いが醒めたことが分かったけれど、それでも足元はおぼつかない。

　デートだと張り切って履いてきたヒールの高い慣れない靴のせいもある。

　私を車に乗せてから、郁人さんが深刻そうな表情でこちらを見つめた。なんだろうと緊張が走る。

「自分からお酒を勧めておいて、ここまで酔っていたとは気づけずすまない。こんなに無防備で、危なっかしい純奈は初めて見るからハラハラするよ」

　軽く溜め息交じりに言われて、郁人さんを幻滅させてしまったかもしれないと思い、背中に冷たいものが走る。

「ごめんなさい」

　瞬時に頭を下げて謝ると、郁人さんの手が私の頭を優しく撫でる。

「言い方が悪かった。叱っているんじゃなくて心配しているんだ。こんな姿で夜道を歩いていたら、ナンパだってされるだろうし」

　予想の斜め上の言葉が降ってきて、頭のなかは疑問符でいっぱいになった。

「郁人さん、頭でもぶつけましたか？」

　思い返せば、うちに迎えにきた時から言動が甘く、ずっとおかしかった。

　郁人さんは「は？」と面食らう。こういう表情も珍しいなとドキドキしながら言葉を続ける。

「だって、可愛いとか、ナンパされるとか、あり得ないことばかり言うので」

「思ったまま口にしているだけだ」

　返す言葉がなくて黙り込む。

　彼の本心だと信じていいの？　だとしたら、叫びたいほど嬉しいのだけれど。

「純奈が酒好きなのは知っている。でもここまで酔うなら心配だし、今後は俺が迎えに行く。だから事前に教えてくれ」

　たしかに結構酔っているけれど、意識はしっかりとしているし、自分の足で立って歩ける。

「これからは気をつけるので大丈夫ですよ。こんな酔っ払い街に山ほどいますし、ひとりで帰れます」

「魅力的な女性を放っておくほど、夜の街は穏やかではないよ」

　郁人さんの口から出てきた声音は真剣さを帯びていた。吸い寄せられるように、そっぽを向いていた顔を郁人さんに戻す。

　視線がかち合い、時が止まったかのような静けさが流れた。

「……触れてもいいか？」

　いつも許可なんて取らないのに、急にどうしたのだろう。

　不思議に思いながらも遠慮がちに頷く。

　伸びてきた左手が私の首の辺りでさまよった後、なにかを決心したようにそっと左頬に触れた。

　……あっ。

　そこでやっと言葉の意味を理解する。

　頭を撫でたり手を繋いだりはするけれど、郁人さんがそれ以外の部分に触れたのはこれが初めてだった。

　温かな手のひらに包み込まれて、胸が痛いくらいに締めつけられる。

　目と鼻の先にある瞳を見つめ返すのが恥ずかしくなり、ふっと視線を下に落とした。

　郁人さんがすごく近い。怖いと感じるほどに。

　頬にあった手がゆっくりと後頭部へ移動して、更に鼓動が駆け足になった時だった。

「純奈」

　どこか艶っぽく感じる声で呼ばれて視線を上げる。

　なにかを考える暇もなく、頭を掻き抱くように引き寄せられて優しいキスをされた。

　柔らかくて儚く消えてしまいそうな感触は初めて経験するもので、現実とは思えずまるで夢の中にいるようだった。

　熱が遠退き、離れていった形のいい薄い唇を目で追う。

　どうして急にキスなんてするの？

　互いに好きになる努力をしようと取り決めたので、適度なスキンシップは受け入れてきた。

　けれど男だとか女だとか、そういった性をちらつかせる行為はこれまで一度もなく。

　まだ一ヶ月しか経過していないし、好きで付き合っているわけでもない。だからキスなんて、もっと先になるだろうと勝手に思っていた。

　けれど考えてもみれば郁人さんは三十二歳という大人の男性。

　私は性急と感じても、彼にとっては遅すぎるくらいだったのかもしれないと気づく。

「嫌だったか？」

　静寂を切り裂いて郁人さんが気まずそうに言う。

　頭を大きく横に振った。すると郁人さんは安堵したように吐息をこぼす。

「俺は、もっと純奈を知りたい」

　熱量が感じられる台詞は胸の奥にまで響いてくる。一ヶ所からじわじわと広がっていき、全身がとろみのある液体で満たされていくようだった。それはお酒に酔う感覚とよく似ていて心地よさがある。

「私も、郁人さんをもっと知りたいです」

　自然と想いが口をついて出ていた。

　顔を見合わせて、どちらともなく、ふっと笑う。

　甘い空気がむず痒い。けれど安らぎもあり、不思議な気持ちで胸が満たされていった。

















いびつな関係












　この一ヶ月、家族からせがまれていることがある。

「緒方さんは相変わらず忙しいの？　そろそろご挨拶をしたいのに。最近では結納を省いたりするところもあるみたいだけど、緒方さんはどうするつもりなのかしら。するなら準備をしないといけないし」

　実家のリビングで母親が用意した朝食を食べながら、またか、と箸を止めた。

　時間がないので気が焦るのは分かるのだけれど、私としてはどうしても気が進まない。

「おじいちゃんもだいぶ元気になったし、お食事に招待するっていうのはどう？」

　専業主婦の母親は趣味で料理教室に通っている。たまには家族以外の人間に自慢の手料理を食べてもらいたいのだろう。

　そのささやかな望みくらい叶えてあげたい。でも本物の恋人とはいえない婚約者の家に招かれ、さらに食事を勧められる状況は……私だったら困る。

「まずは挨拶だけじゃダメ？　そんなに時間は取れないはずだから」

　これは本当だ。

　郁人さんは新社長に就任してからというもの日々目まぐるしい忙しさで、すぐにでも事を進めようとする祖父には私から釘を刺した。そのうえで、落ち着いたらすぐに結婚の準備に専念すると伝えてある。

「売れっ子デザイナーって大変なのね」

　母親は残念そうにしながらも、娘の婚約者に会えると大はしゃぎだ。

「すっごくイケメンなんでしょう？　楽しみだわぁ」

　なんでも知りたがる母親に、祖父が明け透けに郁人さんの情報を流すものだから、私より母親の方が郁人さんについて知っているかもしれない。

　それにしても、これまで挨拶について上手くはぐらかしていたけれど、そろそろ行動に移さないと郁人さんのイメージが悪くなる可能性もある。

　彼のことだ。両親に挨拶してほしいとお願いしたら、ひとつ返事で快諾し、スケジュールを無理やり調整するだろう。

　なるべく気を使わせないようにしないと。

「緒方さんはコーヒーが好きなのよね。ちょうどこの前、美味しいのを見つけたのよ～」

　母親の浮かれた声を右から左へと流す。

　よりによってキスをされた翌日に、家族に会ってほしいとお願いしなければいけないなんて。

　郁人さんの顔を直視できる自信がなく、小さく溜め息をついた。

　いつものように勤務開始時間の三十分前に出社する。

　オフィス内の掃除は業者に頼んでいるけれど、一階から二階へと続く階段の前にある、壁一面本棚の整頓までは人の手が行き届かない。

　ここには仕事の参考資料となるデザイン関連の書籍が並び、毎日多くの人の手で物の位置が入れ替わる。

　近くのテーブルの上に、家から持ってきたミモザの花が入った紙袋を置く。

　それから、背表紙が上下逆になっているものや、狭い隙間に無理やり押し込まれている本を手に取って整理した。

　こうして毎日本棚を眺めていると、定期的に新しい本が加わっているのに気づく。すべて郁人さんが社員のために用意しているのだと知ったのは、つい最近だ。

「うん、これでいっか」

　手についた埃をパンパンッと叩いて払い一歩後退りする。すると背中になにかがぶつかって「わっ」と声をあげた。

　振り向くと同時に、私の両肩に人の手が乗る。

　すぐ近くにあった綺麗な顔に胸がドキッと鳴った。

「郁人さん、ごめんなさい」

「いや、俺の方こそ驚かせて悪かった。ちょうど声をかけようとしていたところだったんだ」

「今日も早いですね」

「この時間にくれば、純奈とふたりきりの時間を過ごせるからな」

　胸がキュッと締めつけられる。

　郁人さんが始業時刻より早めに来ている理由について、もしかしたらと思う時もあった。

　だって、結婚の約束をした翌日から早く出社するようになったんだもの。

　偶然かもしれないし、自惚れてはいけないと自身に言い聞かせていたのだけれど。

　私を知りたいという言葉に嘘偽りはないようだ。

　親交を深めようとしているのが分かって嬉しくなり、思わず笑みがこぼれた。

　よかった。心配していたけれど普段通りに振る舞えている。

　でもやっぱり、郁人さんとのキスを思い出すと羞恥心がぶわっと湧き上がる。

　なるべく思い出さないようにしよう。

　頭を軽く振って煩悩を退散させる。

　郁人さんは私から離れると、テーブルに置いてある紙袋に目を向けた。

「あれは？」

「ミモザです。相沢さんのデスクに飾ろうと思って」

　言うや否や郁人さんの表情が曇った。

　あ、これは。なにか言いたいことがある時にする顔だ。

「少し前に、相沢さんと約束したんです」

「一緒に聞いていたから知っている。本当に用意したんだな」

　どこか冷ややかに感じる声音だった。

「すみません、よく考えずに約束をしてしまいました」

　婚約者がいるのに、他の男性に花を渡すのはよくない行為なのかもしれない。自分の考えなしの行動を瞬時に恥じて俯く。

「いや、いいよ。純奈は優しいな」

　けれど郁人さんは穏やかに微笑んでいるから、考えすぎだったかな、と安堵した。

　二階に上がり、桜の枝をさしている花瓶の水を換えてから相沢さんのデスクにミモザを飾った。

「どうしてミモザにしたんだ？」

　せっせと花の手入れをしている私を、郁人さんは椅子の背もたれに体重を預けて眺めている。手には資料があるけれど、先ほどからあまり目を通していない。

　それがやはり、私との会話を楽しむためにこの時間を取っているのだと分かって嬉しくなる。

「ミモザの香りは優しくて、花の甘い香りに慣れていない男性に向いていると思ったんです」

「へえ。そういえば、俺もいつからか花の香りが気にならなくなったな」

　郁人さんの何気ない発言に心臓が冷えた。

「もしかしてずっと気に障っていましたか？」

　表情をこわばらせた私に、郁人さんはふわっと笑って首を振る。

「気に留めなくなるくらい、毎日あたり前のように、身近に花があるなと思っただけだ。甘い香りは好きだよ」

　自分に向けられた言葉ではないのに、好きというワードの強さに全身が熱くなった。

「そ、それなら、よかったです」

　おそらく赤くなっている顔をふいっと逸らす。

　郁人さんに喜んでもらえているのならよかった。元々、彼のために飾ろうと思って始めたのだから。

　郁人さんは今も昔も変わらず多忙だ。入社して彼のアシスタントについても、私が手伝えることは雑用しかなかった。

　睡眠もろくに取れず顔色を悪くしているのを何度か見ているうちに、少しでも彼の癒しになればいいと花を会社へ持ってくるようになった。

　郁人さんは花が好きじゃない可能性もあったから。あの日は本当に緊張した。

　思い出して懐かしくなる。

「でも俺の時は、香りの強いラベンダーだったな」

　二年前の出来事を口にした郁人さんに驚いて視線を戻す。それから私は苦い笑いをこぼした。

「リラックス効果ばかりに目がいって、そこはすっかり忘れていました」

「ラベンダーは別名ハーブの女王と呼ばれているんだよな。それで、ラベンダーのなかでもひと際香りの強い品種を選んだと、力説していたよな」

「そうです。本当によく覚えていますね」

　記憶に残らないような些細な日常の一コマ。それを昨日の出来事のように語られて思わず目を丸くする。

　さらに郁人さんからの慈愛に満ちた眼差しを受けて、胸の奥の方がむず痒くなった。

　時折こうして特別に感じる視線を注がれると、どんな顔をしていいのか分からなくなる。

　もちろん、特別といっても恋愛感情が含まれていないのは百も承知だ。

　気恥ずかしい空気を変えようと、彼にお願いしなければいけない例の話題を持ち出した。

「あの、ご相談があるんですけど」

「なんだ？」

「近いうちに家へ挨拶にきていただけないでしょうか。郁人さんに会いたいと母が言っていて」

　郁人さんは上半身を起こして姿勢を正す。

「すまない。本当はすぐにでも、ご挨拶にうかがわなければいけなかったよな」

「いえ！　郁人さんが忙しいのは家族も理解していますので」

　慌てて手を振る。やっぱり気を使わせてしまった。

「早い方がいいだろう。次の休みはどうだ？」

「うちはいつでも大丈夫です。それより郁人さんのスケジュールが心配です」

「ロゴデザインが一段落したし、今は急ぎの案件はない」

「それなら、土曜日でもいいですか？　日曜日は母の料理教室があるので」

「純奈のお母さんは料理教室に通っているのか」

　郁人さんが物珍しげに言う。

「母の作るご飯は絶品ですよ」

「へえ。一度ごちそうになりたいな」

「えっ」

　驚いてこぼれた私の声に、郁人さんは瞬きをする。

「なに？」

「いえ……その、母が、郁人さんを食事に招待したいと言っていたので……」

　ポカンとした郁人さんを見て、しまったと思った。

　ごちそうになりたいなんてリップサービスだ。本気で言っているわけないじゃない。

「すみません、気にしないでください」

　慌てて取り繕う。すると郁人さんは首を傾げる。

「俺が純奈の家で食事をするのは嫌か？」

　ぶんぶんと頭を横に振る。さっきから感情が目まぐるしく変化しているせいで冷や汗をかいている。

「それなら、是非ごちそうになりたい」

　本当にいいのかな。

　半信半疑で頷く。

「分かりました。母に伝えておきます」

「ありがとう。楽しみにしているよ」

　にっこり微笑まれてはもうなにも言えない。

　次の休みも長い一日になりそうな予感がして胸がいっぱいになった。

　これでまた、郁人さんとの距離が縮まればいいな。

「土曜日までに、純奈のよそよそしい態度を改めないといけないな」

「えっ？」

「恋人同士なのに、プライベートの時まで敬語だったら、俺たちの仲を疑われるだろう」

「そうでしょうか？」

「今から業務時間外は敬語禁止な」

　唐突な提案に絶句する。

「ご両親は甘いものは好き？」

「……うん」

　敬語を使わないようにどう返事をしようかと迷った挙句、相槌しか打てなかった。

　郁人さんは笑いをこらえている。

「手土産は洋菓子でいいか？　舟橋社長はモンブランケーキが好きだったよな」

「……両親もケーキは好きだから、喜ぶと、オモウ」

　たっぷりと時間を使って、日本語を覚えたての外国人みたいな口調で答えた。

「やっぱり止めておこう。不自然すぎる」

　郁人さんはついに噴き出しておかしそうに肩を揺らす。

　郁人さんって、こんなふうに子供みたいな顔して笑ったりするんだ。

　彼と出会ってから二年。初めて目にした姿が私の胸を熱くする。

　少しずつ関係がいい方向へと変化している証拠だ。

　私はこれまで好きになってもらえるように目立った行動は取ってこなかった。

　けれど郁人さんが気持ちよく仕事ができるように、必要以上に私に気を使わせないように心配りはしてきたつもりだ。

〝関係を持続できない状況に陥ったら、遠慮なく申し出て関係を解消する〟

　例の決め事が脳裏によぎり、嬉しさと不安が同時に膨れ上がって胸を窮屈にさせた。

　大丈夫。郁人さんの隣にいられる時間は、まだたっぷりあるのだから。
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　約束の土曜日。陽が傾き始めると舟橋家は騒がしくなり始めた。

　祖父は食事制限があるけれど、父親と郁人さんは男性だしそれなりの量を食べるだろう。母親は久しぶりに腕が鳴るといって調理に精を出す。

　父親は何故か郁人さんとお酒を飲む気満々でいて、近所にある昔ながらの酒屋さんに足を運び、たくさんの種類の酒を買い込んできた。

　私の酒好きは間違いなく父親譲りだ。

　郁人さんは車で来るはずだと何度言っても、それなら泊まっていけばいいと父親は言う。なんて勝手なのだろうと呆れながら、とりあえず好きにさせておいた。

　祖父は麻痺があるにもかかわらず、母親と一緒に自室にあった囲碁用品をリビングへ移動させようと頑張っていた。

　郁人さんって囲碁を嗜んでいるの？

　突っ込みたいのをグッと堪えて、私は部屋の片付けに集中した。

　身なりは何度も確認した。

　家族の手前、張り切っていると思われるのが恥ずかしくて、シャーベットピンクのプリーツスカートに、オフホワイトのトップスという会社にも着ている服を選んだ。

　本当はもっとお洒落したかったけれど仕方ない。

　そわそわしながら時間をやり過ごして、約束の時間ピッタリ十九時半に郁人さんはやってきた。

　玄関で出迎えて、少し疲労が滲む顔をジッと見つめる。

「お疲れさまです。もしかして仕事していました？」

「すごいな。純奈には隠し事ができないのか？」

　郁人さんは目を見開いて言う。

「顔を見れば分かりますよ」

　困った人だなと笑うと、郁人さんは目元に優しい色を浮かべた。

　ああ、また。どうしてこんな顔を私に向けてくれるのだろう。

　私へ特別な感情など持ち合わせていないはずなのに、もしかして、と期待してしまう。

「週明けから取りかかる案件で、事前に資料を集めておきたくてね」

「言ってくだされば私もお手伝いしたのに」

「やる必要ないけど、ただ俺がやっておきたかっただけだから。そんなのに付き合わせるわけにはいかない」

　そう言って、いつものように私の頭に手をポンッと置いた。それから髪を一束掴んでするりと落とす。

　その何気ない仕草が妙に色っぽくて心臓が駆け足になる。

　髪に神経は通っていないのに、まるで肌を撫でられているかのようにうなじの辺りがゾクッとした。

　気恥ずかしさを誤魔化すために、髪を撫でつけながら家の中へ郁人さんを招き入れた。

「ご挨拶が遅くなり申し訳ございません。純奈さんとお付き合いさせていただいております、緒方郁人と申します」

　郁人さんはリビングに入るなり、私の両親を前にして頭を下げた。

　綺麗なお辞儀に思わず見惚れる。

　両親は初めて目にする郁人さんの美貌に、分かりやすく目を剥いていた。

　たどたどしい言葉で彼を歓迎し、すぐにダイニングテーブルへと案内する。郁人さんは腰かけるなり表情を柔らかくした。

「お招きいただきありがとうございます。素敵な料理ですね」

「あ、ありがとう。お口に合うかしら……」

　母親がぽっと顔を赤らめる。

「郁人くんは、あっ、郁人くんって呼んでいいのかな？」

　父親は妙にせかせかしている。

　ふたりとも大丈夫かな。

　自分の子供と変わりない年齢の郁人さんに恐縮している両親が物珍しく、私の緊張は自然と解けた。

　クスクス笑っていると、郁人さんも笑顔を見せる。それをきっかけに場の空気が和らいだ。

　私はもう慣れたけれど、入社したばかりの頃は郁人さんの威風堂々たる姿に、毎日身が引き締まる思いだった。

　だからこそ時折見せる笑顔の破壊力は絶大なのだ。

　別室で休んでいた祖父が姿を現し、五人揃うと和食と洋食がずらりと並ぶテーブルを囲んで顔合わせが始まった。

　今回も祖父の時同様に郁人さんが受け答えするので、私はぼろが出ないよう彼の横で平静な顔を心がける。

「郁人くん、すごくモテるでしょう？　どうして純奈を選んでくれたの？　そりゃあ大事な娘だし、この子が可愛いのはもちろんなのだけど」

　まだほんのり頬をピンク色に染めている母親が、大胆にも郁人さんに尋ねた。

　いきなり、なんて返答に窮するような質問をするの。

　心配になって郁人さんへ目配せする。すると郁人さんは私を見て微笑み、それから両親と祖父へ視線を戻す。

「純奈さんが私のアシスタントについた時、自分に余裕がなく彼女に時間を割いてあげられませんでした。本来であれば簡単な仕事から徐々に振っていき、こちらが手助けをしながら成長を見守るべきなのに。そういう扱いをされて、理想と現実の違いが辛くなり、辞めていく人間はこの業界では少なくありません」

　私をパートナーに選んだ理由とは到底関係ないような、まったく予想していなかったところから始まった話に、私を含め家族皆が郁人さんに注目する。

「でも純奈さんは違いました。最初こそ私の迷惑にならないように静かにしていましたが、一週間もすれば、毎日のように『仕事をください』としつこく言ってくるようになったんです」

　当時を振り返って、たしかに厚かましく申し出ていたなあと私は眉を下げた。

「新人ができる仕事なんて雑用しかないんです。舟橋社長の孫娘さんというのもあり、さすがにそれは任せられませんでした。しかしそう考えていた私に、純奈さんはなんでもやるとハッキリ言いました」

　社長の孫娘。そのせいで社員たちが私を腫れ物に触るように扱っているのは気づいていた。もちろんそうなることは入社前に予想済みでもあった。

「だから遠慮なく、事務仕事、顧客対応、梱包や配送手配まで頼みました」

　祖父はこの事実を知っていたのだろう。真面目な顔をして頷いている。

「そのすべてを完璧にこなしてくれました。嫌な顔ひとつせず丁寧に仕事にあたる姿を見て、熱意があり、そして強い精神力がある女性だと感じました」

　私は信じられない思いで郁人さんの話を聞いていた。私をそんなふうに見ていたなんて知らなかったのだ。

　強い精神力だなんてとんでもない。入社したての頃は何度もくじけそうになった。

　特殊な立場の私は上手く周りに馴染めないどころか、場の空気を悪くする時だってあった。その度に落ち込み、会社での存在意義を見出せなくて苦しんだ。

　そんな私を支えたのは、色眼鏡なしで接してくれた郁人さんの存在。

　そして郁人さんが私をいい意味で普通に扱っていたから、社員たちも私への偏見を捨て、接し方を変えたのだ。

　彼なしに今の私はいない。

「いつもはおっとりしていますが、ここぞという時に出る普段とは別の顔に、コロッと落ちてしまったのです」

　郁人さんはそう言って、照れくさそうに首の後ろに手をやって笑う。

　その姿は嘘を言っているようには見えない。まるで本気の告白のように聞こえて、心臓が壊れそうなほど大きく鼓動を打った。

　偽りでも、恋人なのだからそう言うのはあたり前。だとしても、妹のような立場に置かれている状況に悩んでいた私にしてみれば、舞い上がるほど嬉しい発言だった。

「そうだったのね。たしかに純奈は、周りを驚かせるような時がたまにあるわよね」

　母親に言われても自覚がないのでピンとこず私は首を傾げる。

　祖父は静かな口調で話す。

「緒方くんには感謝している。嫌われ役を買って出てくれたのだから。甘くない世界だと最初にはっきりと示すのは、とても大切だからな」

　本当にその通りだ。洗礼を受けていなければ、もしかしたらいまだにぬるま湯に浸かっていて、デザイン業界のシビアな部分に触れていなかったかもしれない。

　そしてそれは、デザイナーとして戦力外通告を受けたのも同じ。

　だからこそアシスタントについたのが郁人さんでよかったと何度も思ったし、尊敬から好意に変化していくのは自然な流れだったように感じる。

　父親は安堵したように吐息を漏らした。

「親しい人間にしか気づけない、純奈の内面に惹かれたと聞けて安心したよ」

　郁人さんが話した内容に嘘はないはずだ。

　だから家族へ後ろめたい感情は抱かなかったし、安心させることができてよかったと胸を撫でおろした。

　始まるまでは不安でいっぱいだった顔合わせは、堂々として頼りがいのある郁人さんのおかげで無事にやり過ごせた。

　ただひとつのイレギュラーは、父親が郁人さんにお酒を勧め、祖父が泊まっていけばいいと発言したこと。

　元社長、そして義理の父親になるふたりに言われては断れなかったのだろう。

　郁人さんは顔色を変えずにひとつ返事をして、彼らの誘いにのった。

「本当に信じられない」

　湯気が立ち込める浴室に入ってぼやく。

　お酒が進んで上機嫌になった父親と、やはり囲碁の相手をさせた祖父によって、郁人さんは身動きが取れない状態になっていた。

　助け舟を出そうとしたが、郁人さんは大丈夫だと言うように私へ笑顔を見せる。そこへ母親が私に、先に風呂を済ませなさいと言うものだから、郁人さんを残してきてしまった。

「帰りたかっただろうな」

　父親と祖父が郁人さんに無理をさせていないか心配になり、湯船に浸かっていても落ち着かず早々に出た。

　しかしルームウェアに着替え、ドライヤーで長い髪を乾かしながら途方に暮れる。

　こんな形で郁人さんに素顔を晒す羽目になるなんて。

　悲しいかな、化粧を落とす場面などこの一ヶ月訪れなかった。

　リビングに戻りづらい。

　洗面所でどうしたものかと思案していると、母親がおかまいなしにドアを開けて入ってきた。

「ちょっと、まだ入っているのに」

　私の小言が耳に届いていないかのように目も合わさず、母親は風呂に入る準備を始めた。

　郁人さんの前で乙女のように恥じらっていた姿は欠片もない。

「男性陣はまだまだ終わりが見えないから、私が入った後にお湯を入れ替えて、それから郁人くんに入ってもらおうかしら」

　思案しながら母親はすでに服を脱ぎ終わっている。

　父親はいつも酔い潰れるので、母親の助言によって夕方に風呂は済ませてある。祖父は麻痺がある関係で時間がかかるため、いつも日中に入る習慣になっている。

　なので、郁人さんが風呂に入るタイミングで場はお開きになるだろう。

　髪を乾かし終えて、リビングのドアノブに手をかけて押し開ける。男性陣の騒がしい声は聞こえてこず、不思議に思って首を捻った。

　和室でまた囲碁をしているのかな。

　素顔というのもあり動きが妙に慎重になる。忍び足でリビングから続く和室へと歩みを進めると、男三人が畳の上で胡坐をかいている姿が視界に映った。

　父親はこっくりこっくりと船を漕いでいる。

　もう、お父さんったら。

　起こして布団に連行しようと溜め息を漏らしたところで祖父が話を始めた。

「それにしても驚いたなあ。ふたりが付き合っているなんて、まったく気づかなかった。皆は知っているのか？」

　タイミングを逃して立ち止まる。

「舟橋社長にご報告をした後に公表しましたが、皆知らなかったはずですよ」

　郁人さんは一線を退いた祖父をいまだに社長と呼ぶ。そこには敬意が感じられて私は嬉しく思っている。

「相沢くん辺りに知られていたら厄介だっただろうしなあ」

　祖父の言葉に郁人さんは「ええ」と静かに答える。

　相沢さんに知られたらなにが問題なのだろう。引っかかりを覚えたけれど、続く祖父の言葉でそんなのは吹き飛んだ。

「本音を言うと、最初から自分の跡は緒方くんに任せるつもりでいたんだよ」

　急に呼吸の仕方を忘れて息継ぎが上手くできなくなった。胸が圧迫されたように苦しい。

「……そうだったんですか？」

　郁人さんの声が揺れているのが分かった。

「まだまだ仕事をしたかったから気持ちの整理ができなくて、それで渋っていたんだ。でもあの日、ふたりが結婚するつもりでいると聞いて、踏ん切りがつかないでいた気持ちが、どうでもよくなるくらい嬉しくってね」

　言葉通り祖父の声は弾んでいる。

「純奈の相手が他でもない緒方くんで本当によかったよ。今後の活躍を期待しているからな」

「これは、プレッシャーをかけられてしまいましたね」

　郁人さんの困惑気味に笑う声の正体は、祖父からの期待に気圧されたものではなく、知ってしまった真実に対するものだろう。

　はっはっは、と高笑いする祖父の声を耳にしながらその場に立ち尽くす。

　ずっと息苦しさが続いていて、手の震えが止まらない。

　私と郁人さんは、最初から結婚の契約を交わす必要なんてなかったんだ……。

　私がよこしまな気持ちを抱いたばかりに、未来ある郁人さんの自由を奪ってしまった。

　突然目の前に突きつけられた真実に心を正常に保てない。

　私のせいで……。

　身を小さくして全身を震わせていると、背後で物音がして母親がリビングに入ってきた。私はすぐに和室から距離を取って、なんでもないように振る舞う。

「は、早かったね」

「そう？」

　私が髪を乾かすのに時間がかかっていたので、実際はそこまで早いわけではない。動揺が出てしまっている。

「皆は？」

　母親は冷蔵庫から麦茶を出してグラスに注ぐ。

「和室かな？　私もちょうだい」

　気持ちを落ち着かせようと、母親のグラスの横にもうひとつ置いて麦茶を注いでもらう。

　ゆっくり飲んでいる私に対し、母親は麦茶を一気に飲み干して和室へと足を向けた。

「郁人くん。今お湯を入れ直しているから、沸いたら入ってね」

「ありがとうございます」

　奥から郁人さんの声がする。

　ああ、どうしよう。

　今自分がどう振る舞うべきか頭では分かっている。それでも、どう頑張っても平静でいられる自信がない。

「お母さん。あの、私悪酔いしたみたいで。気分が悪いから先に休ませてもらえないかな」

　母親の背中に声をかける。母親は振り返って目を見開いた。

「えー？　大丈夫なの？」

「うん、ごめんね」

　そこで郁人さんが和室から出てきた。目がばちっと合い、鼓動が駆け足になる。

「気持ち悪い？　吐きそう？」

　郁人さんは私の表情を確認しながら心配そうにする。

「そこまでじゃないです。寝ればよくなるかと」

　私は郁人さんの顔を見ていられず目を泳がせた。

「そう。なにかあったらすぐに言って。俺はとりあえず風呂に入らせてもらうけど」

「ひとりにしてすみません」

　私がいなければ気まずいだろう。分かっているのに、この場にどうしてもいられない。

「いいよ。気にしないで」

　郁人さんの優しい声音に胸がずきりと痛んだ。

「本当に、すみません」

　それから何度も謝って、郁人さんが「謝りすぎだから」と苦笑いをこぼしたところで私は自室に引っ込んだ。

　そこまでしたにもかかわらず、結局、一晩かけても動揺を落ち着かせることができず、ほとんど寝られないまま朝を迎えた。

　日付が変わった頃に郁人さんからメッセージが届いていて、一泊することと、私の体調を気遣う文章が綴られていた。

　あの後すぐにお開きとなり、郁人さんは客間を使用したという。

　もう起きているだろうか。

　改めて昨日の失態を詫びたくて、自室から静けさが漂う廊下に出て客間に向かった。

　客間は開け放たれていて、部屋の中には綺麗に畳まれた布団が置かれているだけで人の姿はどこにもない。

　どこに行ったの？

　郁人さんの行方が気になったが、皆はまだ寝ているようで尋ねる相手はいない。

　もぬけの殻の客間でぼーっとしていたら、不意にポケットにあるスマートフォンが震えた。

　もしかして、と息をつめてメッセージアプリを立ち上げる。差出人はやはり郁人さんだった。

【悪い。急遽午前中に仕事が入った。ご家族に挨拶せずに出てしまって申し訳ない。また改めて連絡する】

　文面に目を通した瞬間、胸がざわついた。

　本当に仕事なんだよね？　私を避けたとか、そういうのじゃないよね……。

　普段から文章を簡潔に書く人だし、感情が読み取りづらいのは前々から。

　それなのにどうしようもなく不安に駆られるのは、紛れもなく昨晩の出来事があるから。

　今後について考えようとするだけで、胸の辺りが鉛を詰め込まれたように重くなる。

　もっと後で知れたらよかったのに。郁人さんが私を好きになっていたら、真実がどうであれ関係は変わらずにいられた。

　情けなく床にしゃがみ込んで、私は重く深い息を吐きだした。
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　郁人さんは約束通り電話をくれた。

　祖父からの話を聞いて、結婚について言及するのではないかと身構えていたけれど、郁人さんはそれについて拍子抜けするほどなにも触れてこなかった。

　結婚する必要がないと分かったのにどうして？

　もしかして私の恋心に気づいていて、傷つけないようにタイミングを見計らっている？

　休みの間考えすぎたせいで寝不足だ。

　郁人さんと顔を合わせづらい。

　会社へ向かう足取りは重く、気が乗らないままビルへ入ると、いつもは静けさが漂う社内の空気はすでに動いていた。

　こんなに遅い時間での出社はいつ振りだろう。

　デスクには郁人さんの姿があり、朝一番にミーティングスペースにくるように告げられた。

　郁人さんは早めに来たのだろうか。

　ミーティングスペースに呼ばれたのは私だけではなかった。集まった顔ぶれを見て、なんの話をされるのかすぐに察しがつく。

　先々週、新規オープンするカフェ店舗の壁面に、看板となるインパクトあるペイントをしたく、そのデザインを考えてほしいとカフェのオーナーから依頼を受けていた。

　信頼と実績のあるデザイナーに任せたいという企業は多い。だから郁人さんや相沢さんの仕事量は極端に多く、私のような新人に回ってくるデザインの仕事はほんの僅か。

　しかしこの案件はデザイナーの指名がなかったので、郁人さんが選抜した数名の社員からアイデアを募っていたのだ。

　巡ってきた滅多にないチャンスを絶対に掴みたかったので、私は寝る時間を惜しんで幾つものアイデアを提出した。

　ピリッとした緊張感に包まれるなか郁人さんが社員たちを見回し、ゆっくりと口を開いた。

「オーナーに直接判断してもらったところ、舟橋さんのデザインに決まった」

　ドクンッと心臓が大きく鳴った。

　自信はあった。けれどデザインを提出した後も、もっとよりよくできたんじゃないかと何度も思った。

　でも、そっか。私のデザインが採用されたんだ……。

　郁人さんから報告がなされた後も、場の張りつめた空気は変わらない。

　ここでは全員がライバルだ。

　選ばれなかった社員の手前、感情を露わにするのはよくない。選ばれなかった側の悔しさは身をもって知っているから。

　唇を真っ直ぐに結んで、浮かれる気持ちを抑えてできる限り平静を装った。

「このあとの説明があるから、舟橋さんだけ残って」

　それぞれが持ち場に戻っていくのを見届けてから、郁人さんより今後のスケジュールについて説明を受ける。

　店側の要望に合わせて、細かな色味などの微調整を入れる必要があるらしい。

「よく頑張ったな。型にはまらない斬新なデザインだった。俺もいいなと思っていたから、選ばれて嬉しいよ」

　郁人さんから労いの言葉をもらって、張りつめていた糸がプツンと切れた。

　思わず涙が出そうになる。

「ありがとうございます」

　気づかれないように目を伏せた。それなのに顎を指先で掴まれて、無理やり上を向かされる。

「体調悪い？　顔色がよくない気がするけど」

　まじまじと顔を覗き込まれて、ぶわっと熱が顔に集中した。

「だ、大丈夫です」

　郁人さんはまだ納得していなさそうな表情をしつつ私の顎を解放する。

「俺はこれからクライアントとの打ち合わせがあるから、ちょっと出てくる。なにかあったら連絡して」

　私が頷いたのを確認して、郁人さんは扉に向かって歩いていった。その背中を見送りながら胸に手をあてる。

　心臓に悪い。会社であんなふうに触れるのは初めてじゃないかな。

　でも普通に接してくれてよかった。私と距離を置こうとする様子は見られない。

　家族には挨拶を済ませているし、会社でも婚約の事実は知れ渡っているので、婚約破棄をするには大きなリスクがある。だからひとまず現状維持を選んだのかもしれない。

　今の態度を見る限り、まだ私たちの関係を諦めるには早いよね？

　もう少しだけ頑張らせてほしい。

　だって、私を知りたいと言ってくれた郁人さんの言葉をなかったことになんてできない。

　昂った神経を落ち着かせるため、デスクに戻る前にトイレに寄る。

　一階のトイレは客人も使用するのでパウダールームが設置されている。扉を開いて中に入ると、手前にあるパウダールームにふたり先客がいたので、ひとまず用を足そうと奥の個室トイレに入った。

　ふう、と小さく息をついたところで、パウダールームにいた社員たちとおぼしき人物の声が耳に届く。

「あれって本当にオーナーが選んだのかな」

「どういう意味？」

「緒方さんがごり押ししたんじゃないかなって」

「さすがにそれはないんじゃない？」

　不穏な空気を感じ取って息を潜める。

「私は出来レースだと思うなあ。だって前社長の孫で、現社長の婚約者だよ。優遇されてあたり前じゃない」

　これ、私の話だ……。

　瞬時に状況を理解して、胸が締めつけられて息苦しくなった。両手を強く握り合わせる。

　私は社員たちとほとんど交流が少ないので、一瞬だけ見かけた後ろ姿や声だけでは誰が話しているのか見当がつかない。

　けどさっき集められたメンバーの中にいた誰かだよね……。

「あのふたりっていつから付き合っていたんだろうね。緒方さんが社長になったのも、舟橋さんの力が働いているんじゃない？」

「ちょっと、声が大きいって」

「別にいいじゃん。みんなだってそう思っているし」

「いや、そうだけど……」

　急に目の前が暗くなり吐き気がした。

　これって、私に聞かせるように大きな声で話しているわけではないよね。

　昔はわざと私の耳に届くように陰口を囁かれたりした。

　でもトイレに入ってから彼女たちは一度もこちらを振り向かなかったし、私の存在はおろか、他の人間がトイレに入っていることにすら気づいていないのかも。

　だとしたら本当にそういう話があって、少なからず郁人さんが社長に就任した経緯を訝いぶかる人間がいるのだ。

「長年勤めている相沢さんを差し置いて、緒方さんが社長になったのはどう考えてもおかしいでしょ」

　とても尖った口調だった。言葉が刃になって容赦なく私の胸に突き刺さる。

「緒方さんは実力があるから」

「互角とは言わないけど、相沢さんも負けてないよ」

「でも緒方さんの方が、人望が厚い気がする」

「気がするだけだよ」

「そうかなぁ」

　幸いにも、もうひとりの社員はそこまで否定的じゃない。

「緒方さんも舟橋さんも別に嫌いじゃないんだけど、やりづらいんだよね」

　はあーっと、彼女の口から吐き出された重たい溜め息が、壁を隔てているにもかかわらずハッキリと聞こえた。

　やりづらい……。そっか、そうだよね。

　恥ずかしい。どうしてそこまで頭が回らなかったのだろう。

　自分のことばかりで周りがまったく見えていなかった。

「でもさ、これが出来レースだったとしても、本当の実力で選ばれていなかったらそのうち勝手に潰れるでしょ。ここは実力がものを言う世界だよ」

「そうだとしても、頑張っているこっちが馬鹿みたいじゃない」

「まあまあ、あくまで推測の話だし。次頑張ろうよ。企業のロゴデザイン出せって言われているんでしょ？」

「そうだね、次は舟橋さんかかわっていないし」

　不満を漏らす女性社員をなだめるように、苦笑しているもうひとりの声が遠ざかると、トイレのなかは怖いくらい静かになった。私の心臓の音だけが耳に響いてくる。

　握り合わせたままだった両手を開くと、じっとりと汗をかいていた。

　額にも嫌な汗が滲んでいる。それを手で拭ってから一度大きな深呼吸をした。

　郁人さんや相沢さん、それに沙夜さんがよくしてくれたから、最近は上手くやれていると思いあがっていた。

　けれど実際は、いまだに私を疎ましく感じている社員がいるのだ。

　私はなにを言われてもかまわない。その覚悟を持ってミセルに入社したし、これまでだって心ない言動を浴びせられても踏ん張ってきた。

　でも郁人さんの件は別だ。

　彼がこれまで築き上げてきたものを軽んじられる謂いわれはない。

　プライベートだけでなく、仕事でも郁人さんに迷惑をかけるなんて。

　こんな形になるのは望んでいないのに。

　やっぱり私から郁人さんへ事情を説明して、婚約解消をした方がいい。

　郁人さんに二年間片想いしているのは私だけの事情。郁人さんには関係のない話だし、私に好きになられたせいで彼はとんだ迷惑をこうむっている。

　けれど婚約解消をしたら、違う意味で郁人さんへのマイナス評価に繋がるかもしれない。

　これからどうすべきか、しっかり考えないと……。

　立ち上がって身なりを整えて個室を出る。パウダールームに寄って鏡を見つめると、青白い顔が映っていて情けない気持ちにさせられた。

　ズキンッと鋭い痛みが頭の奥の方に走る。咄嗟に手で押さえて顔をしかめた。

　ひとまずデスクに戻ろう。

　気持ちを入れ替えるため背筋を真っ直ぐに伸ばした。






　なんでもできる気がしていた学生の頃と違い、今の私は自分の実力をしっかり把握できている。

　郁人さんや相沢さんのように飛び抜けたセンスはないし、人の上に立って仕事ができるタイプでもない。

　これから経験を重ねても、尋常じゃない時間をかけて、死に物狂いでアイデアを捻り出すこの私のスタイルは、そう簡単には変わらないだろう。

　かの有名なエジソンの言葉に『天才とは、一パーセントのひらめきと九十九パーセントの努力である』とあるけれど、要は一パーセントのひらめきがなければ、九十九パーセントの努力は無駄になるという意味だ。

　私はその一パーセントのアイデアを生み出すために相当な時間を要する。

　そうなると一度にたくさんの依頼を受けるのは難しい。どんなに努力してもすぐに限界がくる。

　例え祖父が倒れていなくても、十数年ミセルで働いていたとしても、この会社を私が継ぐ未来は訪れなかったと今では分かる。

　だからこそ、郁人さんがミセルの新社長に就任してくれて本当に感謝している。

　背負うべきものが増えた彼のそばには、彼を支え、癒し、守る人がいるべきだ。

　現在そばにいる私は、残念ながら郁人さんの足手まといにしかならない。

　………私がミセルにいる必要ってあるのかな。

　不意に過ぎった考えにハッとする。

　途切れ途切れだった思考が急に繋がり、目の前がクリアになっていくような感覚だった。

　そっか、私がミセルを去ればなにもかも上手くいく。

　私から一方的に別れを告げたとなれば、郁人さんは〝振られた〟というレッテルは貼られるものの、たいしたイメージダウンにはならないだろう。

　そして私との関係が解消された後も、社長の立場で指揮を取っていれば、彼が実力でその地位についたのだと周知させられる。

　先ほどの女性社員たちにしてみたら、厄介な立場の同僚がいなくなって働きやすくなるはずだ。

　すぐに見つけた道筋に安堵したものの、これから私がやらなければいけないことが重大すぎて、気を確かに持たないと潰れそうになる。

　頑張ろう。自分の撒いた種なのだから。

　しかし無理やり気持ちを奮い立たせたところで、実際問題どうしたらいいのか皆目見当がつかない。

　とりあえず職探しだよね？

　婚約破棄の理由はまだ決めていないけれど、一方的に郁人さんを振ったとなれば祖父と顔が合わせづらい。

　実家を出る必要性も視野に入れるなら、職場の場所はこだわらなくてもいい。

　職種はもちろんデザイナー一択。でもミセルを正当な理由で退職しなければ、なにか問題を抱えている人間だと判断されるだろう。

　考えることが多すぎて頭がパンクしそう。

　定時を迎えて会社を出て、その足で最寄りのカフェに立ち寄る。

　家で調べものをしていて、うっかり家族に見られでもしたら大変だ。ある程度方針が決まるまでは内密に動かないといけない。

　アイスココアを注文してカウンター席に腰かけた。求人情報を見ようとスマートフォンとしばらく睨めっこをしていたら、不意に「純奈ちゃん？」と声をかけられる。

　驚いて振り返ると、そこにはホットコーヒーをトレーに載せた相沢さんが立っていた。

「珍しいね。誰かと待ち合わせ？」

　相沢さんの問いに、ふるふると頭を軽く振る。

「いえ、ひとりです」

「隣いい？」

「あ、はい。どうぞ」

　反射的に答えてから、しまった、と思った。

　相沢さんがいたら職探しなどできない。しかも女性人気のある彼といるところを社の人間に目撃されたら、またよからぬ噂を立てられる可能性がある。

　ここは早めに切り上げた方がよさそうだ。

　まだほとんどアイスココアに口をつけていなかったので、勢いよくストローを吸い上げた。

「あのさ」

　かけられた声に動きを止め、なんだろうと相沢さんの顔を見つめた。

「覗くつもりはなかったんだけど、さっき、見ちゃったんだよね」

　相沢さんが困ったように眉を下げて言う。

「なにをですか？」

「純奈ちゃん転職するの？」

　核心を突かれ、あからさまに硬直した。

　スマートフォンの画面を見られたんだ……。

　上手い言い訳をしなければならないのに、頭が真っ白になって言葉が浮かばない。

「なにか困っているのなら、相談にのるよ？」

「あ……えっと……」

　どうしよう。正直に話すなんて選択肢はない。

　表情筋を強張らせたまま逡巡した後、私はようやく口を開く。

「視野を広げてみたいと思ったんです」

　相沢さんは黙ったまま首を傾げた。

　ぼろを出さないようにしなければいけない。緊張する。

　一度深呼吸をして、心を落ち着かせてから説明を再開させた。

「私がデザイナーを志すようになったのは十四歳の頃です。その時からミセルに就職すると決めていたし、他に目を向けようともしませんでした」

　話し始めると、自分でも驚くほどよどみなく言葉が出てくる。

「でもデザイン会社は数え切れないほどあります。デザイナーの種類も多岐に渡りますよね。祖父が退任して、いろいろと考えるようになりました」

「なるほどね。純奈ちゃんは真面目だし、たしかにコレと決めたら突っ走りそうなタイプだ。これまでミセルで働くことしか頭になかったのに、急に環境が変わって視界が開けたんだね」

　相沢さんは私の分かりづらい説明を汲み取って話をまとめる。

　咄嗟に考えた話だったけれど、あながち嘘ではない。

　大学で建築を学んでいた時、そっちの方面に強く惹かれたりもした。結局すぐに考えを戻し、祖父が用意してくれたレールを踏み外しはしなかったけれど。

「このことは緒方さんも了承済みなの？」

　私は弱々しく頭を振る。

「話せば反対されるでしょうし、郁人さんを納得させるには、もっと具体的に決めてからじゃないといけません」

「そうだね」

　相沢さんは宙を見てなにやら考え込んだ。郁人さんとはまた違った、綺麗な横顔を見つめる。

　すぐ帰るつもりだったのに、このままだと話は長引きそうだ。

　溜め息をつきたいのをグッと耐えて、ようやく半分ほどになったアイスココアをストローで飲む。

　ホットにすればよかった。一気に液体をお腹に流し込んだことで身体の芯が冷たくなってぶるっと身震いする。

「友人がやっているデザイン事務所なら紹介できるけど」

　思いもよらない相沢さんの発言に「え！」と声をあげる。

「本当ですか？」

「うん。でも、お勧めはしない」

　声のトーンを落とした相沢さんは、いつもの優しげな雰囲気をすっと引っ込めた。

「ひとつの場所に腰を据えて、熱意を持って仕事に取りかかるべきだと俺は思う」

　ミセルに勤めて八年目になる相沢さんだからこそ、その言葉には重みが感じられた。

　彼なりに強い信念を持っているのだろう。

「だから引き抜きの話を断っているんですか？」

　これはミセルの社員であれば誰しも知っている話。

「まあ、そんなところかな」

　相沢さんは苦笑いで誤魔化して具体的な返答を避けた。

　微妙な空気が漂い、互いに飲み物を口にして場を繋ぐ。

「まあ、純奈ちゃんの意志が固まっているのなら力になるよ」

「ありがとうございます。もう一度考えてみます」

　相沢さんの助言を受けて冷静になれた。

　さすがに今日の今日で、考えを行動に移すのは早かったよね。

「そうしてみて」

　相沢さんは私の考えなど見抜いているかのような笑顔を浮かべた。

　郁人さんもそうだけど、こうやって私が困っている時に落ち着いて対処する姿は、まさに大人といった感じで魅力的に見える。

「もしかして緒方さんと上手くいってなかったりする？」

「え？　いえ……」

　一瞬ぎくりとして、そうか、とひとり頷いた。

　事情を知らなければ、私の行動からそういう想像もするよね。

「なんだ。俺にもつけ入るチャンスがあると思ったのに」

「郁人さんを負かすって意味ですか？　でも私が転職したいと話しても、あの寡黙な郁人さんのことですから、激しく狼狽えたりしない気がします」

　うーん、と唸ると、相沢さんはどこか呆れたような表情を作った。

「純奈ちゃんは本当に純粋だよね」

　フッと空気を震わすように笑った相沢さんを、不思議な気持ちで見つめた。

　相沢さんは、自分が郁人さんへ抱いている気持ちに不純なものが混じっていると考えているのかな。

「あれ。本当に伝わってない？」

「へ？」

　どういう意味？

　なんだか頭が混乱してきた。

　困って曖昧に微笑むと、相沢さんも苦い笑いをこぼす。

　なんとも言えない空気が再び流れ始めた時だった。

「純奈」

　さっきもこんなふうに呼ばれなかったっけ、と既視感を覚えて振り向く。

　そこには今朝と変わらないツーピースを着た郁人さんが立っていた。

　普段はオフィスカジュアルだけれど、クライアントと約束がある時郁人さんはスーツを着ている。

　相沢さんに続き郁人さんまで現れた状況に驚きつつ、やっぱりスーツ姿はカッコいいなと見惚れた。

「相沢くんと、なにをしているんだ？」

　郁人さんの目の奥が笑っていない気がしてハッと我に返る。

「偶然お会いしたんです」

　慌てて説明をして、隣の相沢さんに相槌を求めた。

　相沢さんはハッキリと嘲りの混じった声音で言い放つ。

「どこでなにをしていようと個人の自由ではありませんか？」

「え、相沢さん？」

　郁人さんに対してここまで態度を悪くしているのは初めてだ。私は動揺してふたりの顔を交互に見る。

「あいにく、そういうわけにはいかない。彼女は俺の婚約者だ。俺以外の男とふたりで会っているのは見逃せない」

　郁人さんの非難する口調に背中に冷たいものが走った。

　その通りだ。逆の立場だったらすごく嫌だし、悲しい気持ちになる。

「郁人さんごめんなさい。軽率でした」

　ぱっと椅子から立ち上がって頭を下げる。郁人さんは私の手首を掴んで、自分の方へ引き寄せた。

「まだ用事があるのか？」

　至近距離で見降ろされ、心臓がギュッと締めつけられる。息苦しいなか、なんとか声を絞り出した。

「ないです」

　ちょうどココアも全部飲み切ったところだ。

「送っていく」

　有無を言わさない圧力を感じて小さく頷いた。

　チラリと相沢さんを盗み見ると、どこか冷たい感じのする澄ました表情をたたえていて少し怖くなる。

　相沢さんは本当に郁人さんを嫌っているのね。

「相沢くんお疲れさま」

　郁人さんが温度を感じさせない声音で告げると、相沢さんは丁寧な所作で頭を下げた。

「お疲れさまです」

　私も挨拶をしようとしたけれど、郁人さんが強引に私の手を引くものだから、声を発する暇さえなかった。

　去り際に相沢さんと視線がかち合う。

　彼は先ほどまでの態度が嘘のように、柔らかな笑みを浮かべて手をひらひらと振っていた。

　店の外に出ると強い風が顔にあたって目を細める。下ろしていた長い髪がふわっと舞い上がり、郁人さんに掴まれていない方の手で押さえた。

　引きずられるようにしてどこかへ向かう。何度か転びそうになってひやひやした。

　郁人さんはいつも私に合わせてゆっくり歩いてくれるので、こんなふうに扱われたのは初めてだった。

　さっき送ると言っていたけれど、こっちの方角は会社の駐車場でもなければ駅でもない。

　疑問を抱いたけれど、郁人さんの背中から不機嫌なオーラが放たれているので声をかけられなかった。

　しばらくして人気ひとけのない裏路地までやってくると、郁人さんは足を止めた。

　ここまでずっと急ぎ足だったので息が上がっている。

　広い背中を眺めながら呼吸を整えていると、不意に郁人さんが振り向いた。

　その表情を目にして息が止まりそうになる。

　なにかをジッと堪えているような、神経が昂っている顔つきだったから。

　こんな顔、初めて見る。

　郁人さんがなにを思ってこんな表情でいるのかまったく分からない。

　唇を結んで固唾を呑んでいると、郁人さんがじりっと間合いを詰めてきた。

　あっ……。

　私が小さく肩を揺らした時にはもう視界が覆われていた。

　郁人さんは手首を掴んでいない方の手で私の腰を抱き寄せ、下からすくい上げるように唇を押しあててきた。
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　以前キスをされた時とは比べものにならないくらい郁人さんの唇が熱い。

　どうして、という思考はすぐに奪われた。

　キスの理由なんて今はどうでもいい。大好きな人に触れられている悦よろこびに心が震える。

　頭の芯がぼうっとして、全身に広がっていく熱に溶かされていくようだった。

　怒りや苛立ちを感じさせる荒々しい触れ方は最初だけで、徐々に優しいものへと変化した。それは互いの唇が本当に重なっているのか疑わしくなるくらい、遠慮がちにそっと触れるだけのキスだった。

　そうしてとても長い時間、郁人さんは私に熱を注ぎ続けた。

　唇が離れて、温まった部分を強い風が再び冷やしていく。儚い余韻をまだ失いたくなくて身動きが取れなかった。

　郁人さんは私の頬に手のひらをあてて、労わるように親指の腹で擦さする。

　指先と、そして先ほどのキスからたしかに感じる愛情に、私の胸は激しく鼓動した。

　彼の綺麗な瞳を見つめると、郁人さんの黒目の奥が微かに揺れた気がした。

　今なら郁人さんの心の内を聞けるかもしれない。

　そもそも勝手に突っ走るのはよくない。これはふたりの問題なのだから、きちんと話し合って解決策を見つけるべきだ。

「あの、この前祖父が……」

　すぐに考えを伝えようと思ったのだが、チリンッと空気を割く高い音がして周りを見回す。後方から自転車が走ってきて、急いで郁人さんと道のわきに寄った。

　ここが路地裏だというのを、ふたりの世界に入り込んでいて頭からすっかり抜け落ちていた。

　キスをしていたところだって誰かに見られていたかもしれない。恥ずかしい。

　急に膨れ上がった羞恥心に肩をすくめていると、郁人さんが私の背中を気遣うようにポンッと叩いた。

「タクシーを拾うから、それで帰って」

「え？」

　急に場を切り上げられ、呆気に取られて口を半開きにしたまま硬直する。

「打ち合わせで飲酒したから、車は会社に置いていく」

「あ、ああ……そうなんですね」

「やっぱり顔色がよくない気がするから、今日はゆっくり休んだ方がいい。電車で帰るだなんて言うなよ。それから家に着いたら連絡をしてくれ」

　矢継ぎ早に言葉を重ねられて口を挟む隙がない。

　私の気持ちを伝えたいのに、郁人さんは話題を逸らそうとしているように見える。

　そこに違和感を覚えて強引に話を戻せない。

　郁人さんに手を繋がれて大通りに向かって歩き出す。この辺りはタクシーが多く流れていて、すぐにタクシーを拾うことができた。

　郁人さんは私を後部座席に乗せると、運転手にお札を一枚渡して身体を引っ込める。

　一緒に乗るものだと思っていたので慌てて郁人さんの腕へ手を伸ばした。それをやんわりとかわして、郁人さんは申し訳なさそうに微笑む。

「会社に戻らないといけないんだ」

　さっき送っていくって言っていたのに。

　不満が浮かんだけれど、それはすぐに消え去る。

　私が相沢さんといたから、あの場を立ち去るためにああ言っただけなのだろう。

　タクシーの運転手を待たせ、郁人さんの仕事の邪魔をしてまで今話をしたいとは思えなかった。

「いろいろとすみませんでした」

「いや、こっちこそ。……じゃあ、気をつけて帰るんだよ」

「はい」

　私は後ろ髪を引かれる思いで運転手に合図を送る。バタンとドアが閉まり、タクシーは郁人さんを残して軽やかに走り出した。

　どうしてあんなキスをしたのだろう。

　心を鎮めようと窓の外に目を向けても、視線は定まらず宙をさまよう。

　数時間前まで郁人さんと上手く別れる方法を探していたというのに、まさかこんな展開になるなんて。

　やっぱりすぐにでも相談がしたかった。

　無理やりにでも口を挟めばよかったと思ったけれど、すぐに考え直して目を瞑る。

　昔からそう。私は猪突猛進すぎる。学生時代勉強にしか目を向けなかったのも、郁人さんに契約結婚を提案したのも、すべてこの性格からきている。

　こういう一面を自分で理解しているからこそ、私は人の上に立てないと実感しているのだ。

　それに比べて郁人さんはいつだって落ち着いている。……でも、さっきの感情的なキスは？

　優しい口づけの感触を思い出して、身体の奥の方から熱が込み上げてくる。

　自惚れじゃないと思う。郁人さんも私を大切にしてくれている気がする。

　きっと明日の朝も私に合わせて早めに出社してくれるはずだ。その時に、郁人さんが好きで、だから契約結婚を持ちかけたのだと事実を伝えよう。

　そして郁人さんの気持ちを知って、これからどうしていけばいいのか答えを出したい。

　あれこれと考えを巡らせているうちに昂っていた感情は凪いでいた。

　家に到着する頃には心地いい疲労感に身体が包まれて、睡眠不足による眠気がどっと押し寄せてきた。

















隠された真意












　泥のように眠った翌朝。いつもより丁寧に化粧をした。特別なことがない限り動きやすさを重視してパンツスタイルにしているのだが、今日はクローゼットの中からスカートを選ぶ。

　髪の毛はさすがに巻かないでおいた。

　気合いが入りすぎていると、郁人さんのみならず他の社員にどうしたのかと注視されるし。

　ドキドキと高鳴る胸に意識的に酸素を送り、会社のドアを開けて中に入る。一階のミーティングスペースを突き進み、二階へ続く階段を踏み外さないよう慎重に上った。

　唇をギュッと噛みしめながらデスクに向かったが、そこには郁人さんの姿はなかった。

　すぐ来るよね。

　いつものルーティーンで花瓶の水を入れ替える。デスクの上をウェットティッシュで拭いて、相変わらず散らかっている書類を軽く整えた。

　そんなふうにして時間をやり過ごしても郁人さんは姿を見せない。

　勝手に肩透かしを食らった気分になり溜め息がこぼれる。

　そうしてもどかしさを感じながら時計と睨めっこしていたが、郁人さんは始業時間ギリギリになるまで現れなかった。

　出社した郁人さんは慌ただしくデスクに着きパソコンを起動させる。

　自分の仕事を開始しつつ様子をこっそり眺めていたら、郁人さんが私を見て困ったように笑った。

「向こうの都合で納期が早まったんだ。今朝電話をもらって急に決まった」

　納得して頷く。電話をしていたから出社するのが遅くなったのだろう。

「例のアートペイント、ひとりで直しできるか？」

「はい。問題ありません」

　背筋を伸ばして返事をする。

　どうしてもアドバイスが必要になったら、助言してもらいたいとは考えていた。でも極力自分ひとりの力で完成させたい。

「悪いな。俺はこの後また打ち合わせに出て、おそらく今日は戻ってこられない」

「えっ……そうなんですか」

　スーツを着ていないし、今日はずっと会社にいると思っていたのに。

　今朝電話をもらったと言っているし、本当になにもかも急に決まったのだろう。

「できる限り電話には出られるようにするから、なにかあったら連絡して」

　分かりやすく落ち込んだ私を気遣うように郁人さんは言う。

「……はい」

　目を伏せてなんとか返事をする。

　郁人さんはもう一度、「悪いな」と呟いて私の頭をさらりと撫でる。それからすぐに荷物をまとめて出かけていった。

　触れられた場所を確認するように頭に手をあて、力なく椅子の背にもたれた。

　子供染みた態度を取ってしまった。

　上手くいかなくて悔しいけれど、ここは会社だ。いつまでも私情を持ち込んでいいわけがない。

　しこりのように胸に残った虚しさを吹っ切るために、それから私は作業に没頭した。

　キリがいいところまでやってしまおうと、昼休憩になってもパソコンの前から動かずにいた私のもとに相沢さんがふらりとやってきた。

「お昼ご飯食べないの？」

　椅子に座ったまま相沢さんを見上げた。彼の周りにだけ柔らかな陽の光が注がれているかのようだ。

　どんよりとした気持ちでいる私には彼の爽やかさが眩しい。

「今から食べようと思っていたところです」

「よかったら一緒にどう？」

　唐突な誘いに返事をするよりも先に、周りに視線を走らせた。幸いにも近くの席の人間は席を外していてホッと胸を撫で下ろす。

「ありがとうございます。でも今日はちょっと食欲がないので……」

　適切な断り文句が浮かばず言葉を濁した。

「うーん、そっか」

　相沢さんは顎に手をあてて何故か困ったように唸った。

「どうかされましたか？」

　私が食いつくと相沢さんは不敵な笑みを浮かべた。

「緒方さんのことで、ちょっと話がしたかったんだけど」

「それは、ここでは話せない内容ですか？」

「聞かれたくない話ではあるね」

　もったいぶった言い方をされて気にはなったけれど、昨日の今日で同じ過ちを繰り返したりしない。

「すみません。男性とふたりきりで食事をするのは控えたいです」

　ハッキリと伝えると、相沢さんは目を丸くした。

「……分かった。それなら、一階のミーティングスペースは？」

「女性社員の目が気になります」

　私の渋る態度に相沢さんは苦い笑いをこぼす。

「なるほど。じゃあ……」

　すっと身を屈めた相沢さんが、私の耳元に顔を寄せて囁いた。

「仕事をしているふりをしよう。なにか資料を持っておいで。俺は近くのカフェでコーヒーとホットサンドを買ってくるから」

　彼の吐息がかかって耳たぶが湿る感じがした。うなじの辺りがぞわっとして、すぐに反論ができなかった。

　立ち去ろうとする相沢さんの背中を慌てて呼び止める。

「相沢さん！」

　私の焦った声を拾った彼はチラッと振り向いて、爽やかな笑顔を見せた。

「ちゃんと純奈ちゃんの分も買ってくるよ」

　拒絶は受け入れない、という意思が声の調子から伝わってくるようだった。

　なんだろう。ちょっと怖い。

　意図が読めないところが不気味だ。

　これが直感というものなのか。ただならぬ不穏な空気を感じて身体が強張る。

　こういう時頼れる人は沙夜さん以外いない。しかしその頼みの綱である人物は昼食をとるため外に出ている。

　郁人さんに連絡した方がいいのかな。でもなんて伝えればいい？

　スマートフォンを手にしてメッセージアプリを開いたが文面が思い浮かばない。

　人の目があるミーティングスペースだし、問題になるような事態は起きないよね？

　そう自分に言い聞かせて、両手に持てるだけ資料を持って一階に向かう。ガラスモザイクタイルが可愛い正方形のテーブルに、コピー用紙やクリアファイル、ついでにノートパソコンも広げた。

　五人掛けのカウチソファの隅っこに座って相沢さんが来るのを待つ。僅かな間をおいて、紙袋を持った笑顔の相沢さんが現れた。

「準備万端だね」

　相沢さんはテーブルに置かれたものに視線を投げて、ははっと笑う。

「私の分まですみませんでした。おいくらでした？」

　財布を取り出すと、あからさまに嫌な顔をされる。

「俺、上司で、しかも男だよ？」

　彼の言わんとすることが分かり、眉を下げてお礼を伝えた。

「ありがとうございます。ご馳走になります」

　昔はよく、郁人さんもこういう反応をしていた。今では自然と甘えられるようになったけれど。

　相沢さんを前にして、郁人さんとの思い出を浮かべるくらいには、私の頭の中は郁人さんでいっぱいだ。

「アートペイント、純奈ちゃんのデザインに決まったんだよね。おめでとう」

「ありがとうございます」

「俺もそれが一番いいなと思っていたんだ」

「もったいないお言葉です」

　才能も実力もある相沢さんに褒められて一瞬だけ気が緩んだ。

　嬉しさを噛みしめる私を相沢さんは艶っぽい目つきで見つめる。

　いや、私が勝手にそう感じただけで、実際は極めて普通の目つきだったのかもしれない。

　それでも鼓動が駆け足になり呼吸がしづらくなった。

「純奈ちゃんが、緒方さんじゃなくて俺のアシスタントについていたら、今頃俺の彼女になっていたのかな」

　相沢さんはなにを言っているの？

　一応私に気を使っているのか声量は抑えている。それでも誰かに聞かれたらどうしようかとヒヤヒヤした。

「キミの成長をそばで見届けたかったな」

　これって、もしかして遠回しに口説かれてる？　ううん、そんなわけないよね。相手は女性社員の憧れの男性。私に好意を示す理由がほんの少しも思い浮かばない。

「入社したての頃はまだ幼さが残る女の子だったけど、最近じゃすっかり魅力的な女性になって、正直驚いているよ」

　私の心を読んでいるかのような発言に驚きつつ、やっぱり気味が悪いなと胸がざわつく。

　どう考えても相沢さんが私を好きなわけがない。ただ私をからかっているだけだろう。

「あの、お世辞はありがたいんですけど、本題に入りませんか？」

　少々失礼だったかもしれないが、社員の目がある以上のんびりはしていられない。

　相沢さんは、やれやれ、というふうに力なく笑う。

「一応、本題には入っているんだけどなあ。昨日も思ったけど、純奈ちゃんって鈍感だよね」

　さっき打ち消したばかりの考えが再び頭をよぎる。けれど余計な口出しはしないでおく。話を広げたら一向に進まない。

「純奈ちゃんは緒方さんが好きなんだよね？」

　質問に不審を抱きながらこくり、と頷く。

「でも緒方さんはどうなのかな。彼は社長になりたくてキミと付き合ったんじゃないの？」

　ああ、結局はそれが言いたかったのね。

　私は相沢さんを見据えて言い放つ。

「そのような噂が流れているのは私も知っています。でも私の存在関係なしに、祖父は郁人さんを後継者に望んでいました」

　私の言葉を耳にした途端、相沢さんの表情にかげりができた。

　そうだ、彼もミセルのトップに立ちたかったのだ。さすがに今のは心ない発言だったと胃の辺りがキリッと痛む。

　私は気まずさを隠せないでいたけれど、相沢さんはすぐに涼しい表情に戻った。

「純奈ちゃんだけが知らない真実があるかもしれないよ」

〝真実〟という言葉で脳裏をかすめるのは、私が持ちかけた偽りの関係。

　隠し事は私の方にある。郁人さんは騙されている側だ。

　私は黙って首を横に振った。

　男子社員がふたり、私たちのそばを通り過ぎていく。相沢さんは手元のコピー用紙を見ているふりをし、彼らを見送ってから口を開いた。

「気を悪くしないでほしい。俺は純奈ちゃんを心配しているんだ」

　相沢さんから注がれる真っ直ぐな視線に、気遣い以外の感情が混じっているのか判断がつかない。

　噂話を耳にした相沢さんが、純粋に私の身を案じてこの場を設けたのかもしれないし。

　それなら私が示す態度はひとつ。

「ありがとうございます。でも私は大丈夫です」

　彼を安心、納得させるため強い意思を込めて言い切る。

「郁人さんを信頼しています」

　そう伝えても、相沢さんはなお真剣な面持ちでいる。

「本当に？」

「はい」

「緒方さんの今日の打ち合わせ相手が、誰か知っているの？」

「えっ？」

　急な話題転換に面食らう。

「女性起業家として有名な美人社長だよ」

「ああ、はい、知っています」

　私は郁人さんのアシスタントだ。依頼を受けた際に彼から簡単な説明はされたし、情報を得るために自分なりに調べている。

　相沢さんが言うようにとても綺麗な人だった。ただ美しいだけでなく大人の色気が漂う艶やかさもあり、同性の私ですら胸をときめかせるくらいだった。

「昨日俺にあんなふうに言っておきながら、緒方さんは頻繁に彼女と会っているようだよ」

「仕事ですから」

「アシスタントの純奈ちゃんを同行させない理由は？」

「私にもやらなければいけない仕事があります」

「それはクライアントにもあてはまる。多忙な彼女が、頻繁に緒方さんとコンタクトを取る理由はなんだろうね？」

　さっきから問いかけられてばかりだ。そのせいで頭の中が徐々に混乱し始める。

　郁人さんの仕事の打ち合わせに毎回ついていくわけじゃない。おかしなところなどひとつもないのに、相沢さんの言葉が心を揺さぶる。

「大事なことを言い忘れていた。緒方さんとその女性社長は、昔からの知り合いだそうだよ。電話で話しているところを見たけど、くだけた口調から親密さがうかがえた」

　知り合い？

　動悸がとても激しくなり、身体の奥で痙攣が起きているかのような苦しさに襲われる。

　そんなのひと言も聞いていない。

　どうして知人だと教えてくれなかったの？　後ろ暗いところがあって、内緒にしたかった？

　そういえば昨日も、その女性起業家との打ち合わせがあったはずだ。そこで郁人さんは珍しく飲酒していた。

　お酒を飲みかわすほど親密な関係なの？

　様々な想像が浮かんでは消えて、ますます心が掻き乱される。

「お知り合いであれば、親身になって相談を受けるのは普通ではないですか？」

　気丈に振る舞ったつもりだったけれど、喉から上がっていった声は情けなく震えている。私の動揺に相沢さんは簡単に気づいたようだった。

「ごめんね。純奈ちゃんにそんな顔をさせたかったわけじゃないんだよ」

　今、自分がどんな顔をしているのか分からない。

　たくさんの感情がない交ぜになって、気分が悪くなり目の前がくらくらした。

「よくない噂もあったし、緒方さんが本当に純奈ちゃんを大切にしているのか、どうしても気になったんだ。だって俺は純奈ちゃんが好きだから」

　ガンッと、鈍器で頭部を殴られたかのような衝撃が走った。

　目の前で微笑む相沢さんが、まるで知らない人のように瞳に映る。

　さっきから本当に、なにを言っているの……？

「ほらやっぱり鈍感。こんなにあからさまにアピールしているのに気づかないんだから」

　にわかには信じがたい。かといって真意が不明である以上、否定的な態度を取るわけにはいかない。

「婚約者がいる相手に告白しているわけだし、今ここで返事をもらうつもりはないよ。ただこの告白を機に俺にも目を向けてほしいと思う」

　それは郁人さんへの裏切り行為だ。

　反射的に目を眇めると、相沢さんは挑んでくるような表情を浮かべた。

「だってまるで雛鳥のようじゃないか」

「雛鳥？」

「そう。初めて目にしたものを親と思うように、緒方さんのアシスタントとしてそばにいるうちに、彼に惹かれたんじゃないの？　立場が違えば、好きになってもらえたのは俺だったかもしれない。なんてね」

　相沢さんは、ははっと声を上げて笑う。

「急にいろいろ話しすぎたね。ちょっとでも俺を意識してくれたら嬉しいな」

　にこやかに言って、相沢さんはテーブルの上にあるものを片付け始める。

「話してばかりで食べる暇がなかったね。俺はデスクに戻るから、純奈ちゃんはここで食べていくといいよ」

　放心状態の私をソファに残し、相沢さんは笑顔のまま去っていった。

　相沢さんが私を好いている前提でこれまでの出来事を思い返してみると、いろいろと辻褄が合う。

　本当に私を好きなの？

　だとしたら、返事は求められなくても態度でハッキリ示さないといけない。

　私が好きなのは郁人さんだし、相沢さんに目を向けようなんて気はさらさらない。

　これって郁人さんに報告するべき？

　でも勝手に相沢さんの気持ちを伝えるのは気が引ける。ふたりの関係が余計にこじれる可能性だってある。

　どうすべきか思考をフル回転させても、なにが正解か私には判断できなかった。

　問題はそれだけじゃない。

　相沢さんから聞かされた話が、私の心に結構なダメージを負わせている。

　郁人さんは今頃、あの美人な女性と楽しく昼食をとっているの？

　テーブルの上にポツンと置かれたホットサンドをジッと見つめていたら、目の前がぐるぐると回る感じがして俯いた。全身から血の気が引いていくのが分かる。

　どれくらいそうしていたのか。力なくソファで項垂れていた私に声をかけてきたのは沙夜さんだった。
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　いつも利用する居酒屋に沙夜さんとふたりで来ている。

　沙夜さんに呼びかけられた時、私は相当ひどい顔をしていたらしい。なにがあったのか聞かせてほしいと言う沙夜さんの好意に甘えて、仕事終わりにここへ寄った。

　信頼している沙夜さんになら洗いざらい話しても大丈夫だろうと、経緯を説明した。

　もちろん私と郁人さんの間に交わされた契約については伏せて。

「正直なところ、相沢さんの告白より、郁人さんとクライアント女性の関係が気になって仕方ないです」

「まあそうなるよね。相沢さんご愁傷様です」

　沙夜さんはまったく心がこもっていない口振りで、焼き鳥の串にかぶりついた。

「純奈ちゃんを揺さぶって、緒方さんとの間に溝を作る作戦でしょ」

　そうだとしたら、私はまんまと相沢さんの術中に陥っている。

「郁人さん会社に戻ってこなかったし、まだその女性と一緒にいるんでしょうか」

「さすがに一日中一緒ではないと思うけどなあ」

　沙夜さんは唸る。

「それに緒方さんは浮気するタイプには見えないよ」

「そうですよね」

　頭では分かっている。でも心がどうしても納得してくれない。

　沙夜さんに愚痴をぶつけたところで解決だってしない。郁人さんに直接聞かなければ心の整理はできないだろう。

　結論は出ているのに、仕事が絡んでいるせいもあって実行に移す勇気がなく、結局うじうじと悩んでしまう。

「普段からワガママを言わない純奈ちゃんには難しいよね。今時珍しいくらい、男より三歩下がって歩く女性だし」

「それは恋愛経験がない私を、郁人さんがリードしてくれているからですよ」

「そうやって自然に男を立てるところが、同じ女としてすごいなって思う。私は無理。言いたいことバンバン言っちゃう」

「本音でぶつかり合えてこそ、本物の関係と言えますよね……」

「純奈ちゃん、今日はとことんネガティブだね」

　私の扱いに困ったらしく、沙夜さんはあからさまに苦笑した。

「ほら、飲みな飲みな。お酒は嫌なことも忘れさせてくれるよ！」

　そんな台詞に乗っかって、滅多に飲まない日本酒に手を出す。

　身体の芯から熱くなる感覚が心地よく、飲みすぎているのは自覚していたがグラスを口に運ぶ手が止まらなかった。

　小一時間ほどすると、あたり前に私はすっかり酔っぱらっていた。

「純奈ちゃん大丈夫？」

「たぶん……」

　まだいけると思っていたのに時間差で酔いが回ってきた。

　こんなに酔ったのは、お酒を覚えたての頃以来かもしれない。

　日本酒って飲みやすいけど、めちゃくちゃ酔いが回る……。

「気持ち悪くはない？」

　私の顔を覗き込んでいる沙夜さんの顔が霞んで見える。

「ちょっとだけ。でも、大丈夫です」

「ごめんね。私がどんどん飲ませちゃったから」

「沙夜さんのせいじゃないです」

　二十五歳にもなって自制できずヤケ酒をするなんて恥ずかしい。

　この前郁人さんに注意を受けたばかりなのに。

　しかもどれだけお酒を煽っても、結局脳裏には郁人さんの姿がこびりついたまま。

　自分が思っている以上に私の心は郁人さんに囚われている。

　そこまで気持ち悪くはないけれど、だんだんと眠くなってきた。

　今何時だっけ。

　このままではもっと沙夜さんに迷惑をかける。まだかろうじて意識があるうちに帰らないと。

「お会計しましょうか」

「もうちょっとだけ待ってもらっていい？」

「あ……はい」

　沙夜さんも結構飲んだはずなのに、まだ飲み足りないのかな？

　頭の中に疑問符が浮かぶ。しかしお酒の力で身体がふわふわと浮いているような感覚に包まれていて、深くは考えられなかった。

　沙夜さんに辛いなら休んでいていいと優しく諭されたので、ありがたくそうさせてもらった。

　ぼんやりとしている私をそっとしておいてくれる沙夜さんは、まだテーブルに残っている料理をせっせと口に運んでいる。

　沙夜さんってこんなによく食べてよく飲むのに、すごくスタイルがいい。羨ましいな。

　私ももっと女性らしい身体つきだったら、自分に自信が持てたのだろうか。

　沙夜さんは私の悩みにあえて明確な助言はしなかった。それでもたくさん話を聞いてもらい心が軽くなったので、また明日から頑張れる活力が湧いた。

「沙夜さん、今日は本当にありがとうございました」

　お礼を伝えると、沙夜さんは笑顔の中に苦い色を滲ませた。

「最後の最後で、純奈ちゃんに怒られちゃうかな」

「どういう意味ですか？」

　沙夜さんは私の質問に曖昧に微笑んで、手元に置いてあるスマートフォンを覗き込む。

「あ、来た」

「え？」

　沙夜さんが店の出入り口へ顔を向ける。

　流れで誰かが来たのだとすぐに予想はついた。でもまさか、先ほどまで話していた話題の中心人物が来るなんて誰が想像できただろうか。

　一直線に私たちのテーブル席へ歩いてくる姿を呆然と眺める。

「どうして？」

　吐息のような弱々しい声で呟くと、沙夜さんは顔の前で両手を合わせ謝罪のポーズを取った。

「ごめんね。私が呼んだの」

　それから郁人さんへ手を振る。

　郁人さんは私たちの前で立ち止まって、ふう、と疲労を滲ませた吐息をついた。

「お疲れさまです。今日は緒方さんのせいで純奈ちゃんがこんなに酔っぱらったので、お詫びにご馳走してください」

「沙夜さん!?」

　開口一番、とんでもない発言をした沙夜さんに私は目を剥く。

　郁人さんも驚いたのか両眉を上げた。でもそれは一瞬で、すぐにいつもの顔になる。

「俺のせい？」

　郁人さんが食いついたのはその部分だった。

　テーブルの端に置いてある伝票は、節くれだった右手でさりげなく持つ。

「あ、あのっ。今日はかなり飲んだし自分で払います」

　伝票を奪おうとしたが、郁人さんの左手に手首を掴まれて動きを封じられた。

　突然触れられて心臓が喉から飛び出しそうなほど跳ねる。

「生駒さん。純奈は責任を持って俺が連れて帰るよ」

「よろしくお願いします。ご馳走さまです」

　沙夜さんはご機嫌な声音で言う。

「純奈ちゃん、また明日ね」

　可愛らしい笑顔で別れの挨拶をされてしまっては、場の流れに従うしかない。

「ありがとうございました。また、明日」

　拭えない不満が顔に表れていたのだろう。沙夜さんは私の表情を見て困ったように笑った。

　賑やかな店から一歩外に出る。風のない穏やかな夜の空間が広がっていて、新鮮な空気をすうっと胸に取り込んだ。

　ずっと心臓が早鐘を打っている。少しでも平常心を取り戻さないとまともに会話ができない。

　だから私は郁人さんへ声がかけられなかったし、郁人さんは郁人さんで店を出てからずっと口を閉ざしていた。

　どこに向かっているのか、教えられることなく手を繋いだまま夜道を歩く。数分後、着いたのは会社の駐車場だった。

「乗って」

　言われた通り、郁人さんの車の助手席に乗る。走り出しても口を開かない郁人さんに一抹の不安を覚えた。

　怒っているのかな。そりゃそうだよね。仕事で疲れているのに私の面倒をみさせられて。

　居た堪れなくて肩をすくめる。

　ささやかな音量でカーオーディオから流れるジャズピアノが、嵐の前の静けさのようで逆に不穏を感じさせた。

　そしてはたと気づく。

「道、合っていますか？」

　遠慮がちに問うと、郁人さんは顔を前に向けたまま静かな口調で言う。

「合ってる。俺のマンションに向かっているから」

「郁人さんのマンション？」

「ふたりきりで話がしたい。俺の部屋なら落ち着いて話ができるだろう」

　声にならなかった。

　いつか郁人さんの部屋に行ってみたいと夢見ていたけれど、それは今じゃない。もっとムードがあって、幸せな気持ちでいる時に彼の部屋に入りたかったのに……。

　郁人さんの住むマンションは会社からほど近い場所にあった。

「これは、タワーマンションというやつですか？」

「ああ」

　とても立派な建物があるなと前々から思っていた場所に、足を踏み入れる日がくるなんて。

「何階建てですか？」

「三十五階建てで、俺の部屋は十七階。上にいくにつれて間取りが広くなっている」

「なるほど」

　圧倒されて、そんな感想しか口から出てこなかった。

　地下駐車場に車を停めて降りる。郁人さんが差し出した手に自分の手を重ねて、恐る恐る地に足をつける。そこまでしているのにもかかわらず、足元がふらついて危うく転びそうになった。

　郁人さんのがっしりとした胸に抱きとめられて、顔から火が噴き出そうなほど身体が熱くなった。

「ごめんなさい」

「どこか痛めなかったか？」

　こくこく、と何度も首を縦に振る。

　シャツ越しに郁人さんの体温が伝わってきて、まともな思考を保っていられなかった。

「今日に限ってスカートなのか」

　どういう意味？

　私が疑問を口に出す前に、郁人さんは「よっ」と小さな声を漏らして、私の身体を横抱きにした。いわゆるお姫様抱っこというやつだ。

「郁人さん!?」

　素っ頓狂な声がコンクリート壁に反響した。

「見知らぬ場所だと余計に転びやすいだろう。後はエレベーターに乗るだけだから、このままで」

「下ろしてください！　エレベーターに乗るだけなら、なおさらひとりで歩けます！」

「静かにしようか」

　耳元で囁かれた瞬間心臓が凍りついた。

　叱られたと思ったけれど、たぶんそうではない。だって見上げた郁人さんの口元が弧を描いていたから。

　お世辞にも軽いとは言えない私を抱きかかえたまま、郁人さんは宣言通りエレベーターで十七階まで上がる。通路を突き進み、一番奥の扉の前で器用にカードキーをかざして中に入った。

　玄関に灯りがともり、スタイリッシュな内装が視界に入る。郁人さんは壊れものを扱うかのような丁寧な所作で私を下ろした。

「今さらだけど、時間は大丈夫か？　あまり遅いと家族が心配するだろう」

　バッグに入れていたスマートフォンで時刻を確認する。二十二時を回ったところだった。

　家族には外で飲んでくると連絡してあるので、私の帰りを待たずに就寝するはずだ。

「特に門限はないです」

「そう、よかった」

　郁人さんはどんな時でも私への気配りを怠らない。

　やっぱり素敵な人だと惚れ直しつつ、これからどうなるのだろうと不安を抱いてパンプスのつま先に視線を落とす。

　郁人さんは縫製が細かく綺麗な革靴を、いつまで経っても脱ごうとしない。

　長い沈黙に耐え切れなくなって恐る恐る顔を上げる。すると怖いくらい真剣な眼差しが注がれていて、ひゅっと息を呑んだ。

　ここは誠心誠意謝って、早く退散するべきだよね。

　そう思うのに、アルコールに惑わされた脳みそは迅速に動いてはくれない。

　深い深呼吸をして勇気を振り絞ろうとした時だった。重苦しい空気を郁人さんが先に切り裂く。

　郁人さんは私の肩を軽く押して壁に押しやり、上から威圧的に見下ろしてきた。

「俺のせいってどういうこと？」

　一番にそこを突いてくるとは思っていなかった。動揺が走り、ぱっと顔を逸らす。

「それは……その……」

　言い淀むと、郁人さんの長い指が私の顎を掴んだ。少しだけ強い力で顔を正面に戻される。

　淀みのない綺麗な瞳に射貫かれて息ができなかった。

「そんなに言いづらい？　もしかして、昨日無理やりキスをしたから？」

　郁人さんは表情を一転させ、弱りきった顔になる。

　いつも威風堂々としている彼の余裕のない姿に、不謹慎だが胸がキュンとした。

　いつもは寡黙な郁人さんが、こんなにも心の内を見せてくれている。

　私も恥ずかしいとか、嫌われるかもしれないとか、雑念を取り払って本音でぶつかろう。

「今日はクライアントの方とずっと一緒だったんですか？」

　突然の私の質問に、郁人さんは面食らったような表情になる。

「ずっとではないよ。それがどうした？」

「綺麗な方ですよね」

「そうか？」

　郁人さんは首を捻った。

「おふたりが昔からの知り合いで、仲がいいと聞きました」

「大学が同じだったんだ。たしかに当時は仲がよかったかもしれないけど、会ったのは卒業して以来だ」

　ふたりが長らく会っていなかったという部分より、仲がよかったというところを気にしてしまう。

「どうして教えてくれなかったんですか？」

「特に気に留めていなかった。話すタイミングもなかったと思うし」

　そうなのかもしれない。それでもすんなり納得できない。

「今回私は同行させてもらえなかったし、二人の間になにかあるんじゃないかと思って不安になりました」

　正直に吐露すると、郁人さんは大袈裟なくらい目を見張った。

「それはヤキモチ？」

「……はい」

「どうして？」

「どうしてって、そんなの郁人さんが好きだからに決まっているじゃないですか。私と違ってクライアントの方はとても綺麗だし」

　堰せきを切ったように想いが流れだす。

「子供っぽい私なんかより色っぽくて魅力的だし、カッコよくて素敵な郁人さんに釣り合うし、誰がどう見てもお似合い……」

「ちょっとなに言っているか分からない」

　勢いに任せて喋っていたら、郁人さんがピシャリと遮った。意表を突かれて面食らう。

「あと、我慢できない」

　静かな声音で言って、郁人さんは私の唇を塞いだ。

　押しつけられた熱が伝わってきて身体がぶるっと震えた。すがるように郁人さんの背中に腕を伸ばす。

　郁人さんは唇を近づけたり遠ざけたりして、私の反応をうかがうような口づけを繰り返す。

　昨日と違って、優しさのなかに性急な感情が見え隠れしている。それに翻弄されて意識が行為にしか向かなくなる。

　私の身体から余分な力が抜けた頃、郁人さんは角度を変えて唇をついばみ、吸って、舐めた。

　冷めつつあった酔いがまた回り出したように感じたけれど、これはお酒のせいじゃない。郁人さんの情熱的なキスに酔っているのだ。

　溶かされていく自分の身体を自覚すると、どんどん気持ちがよくなっていく。

　息苦しくなって酸素を求めた私の口から、吐息と共に甘い声がこぼれる。

　自分の声に驚いて反射的に口を結ぼうとした。しかし郁人さんはそれを許さない。

「口開けて」

　え……。

　ドクンドクンと激しく脈打つ心臓の音がうるさい。なんだか泣きそうになりながら言われた通りにする。

　その一連の動作を郁人さんは真剣な面持ちで眺めていた。それはまるで、心の奥底を覗き込まれているみたいだった。

　恥ずかしい。

　そんな私の羞恥心を飲み込むように、郁人さんのキスは一段と深くなり私の口内を支配する。

　ぞわぞわっと、背中を得体の知れない感覚が走る。

　気持ちのいいキスに没頭している間に、私の肩にあった郁人さんの手が背中に移動してきて、そのまま強く抱きしめられた。

　息が上がる。身体を震わすと、郁人さんの唇が離れた。反射的に薄くて形のいい唇を目で追う。すると郁人さんはもう一度顔を近づけて、絶妙な距離を保ったまま私の唇で遊ぶようにキスをした。ずっと私の顔を見つめながら。

　頭がおかしくなる。

　お互いに目を開けているので表情が丸見えなのだ。

　直接的に刺激を与えられて、視覚で感じて、腰が砕けそうになった。

　ふらついた私の腰をしっかりと支えた郁人さんは、声さえ出さないけれど楽しそうに笑う。

「可愛い」

　その台詞には、いつもの何百倍もの破壊力があった。

　胸のなかで花火が打ち上がっているかのように、心臓がけたたましい音を鳴らしている。

　心臓が壊れそう。

　そして次の瞬間、彼の口から信じられない台詞が放たれた。

「純奈のことがずっと好きだった」

　思いがけない告白に放心状態になり、ただただ郁人さんを見つめる。

　驚きで見開きすぎた目が乾いて痛くなる。何度か瞬きを繰り返して、それからもう一度郁人さんを見上げた。

　彼は変わらず私に視線を注いでいる。

　私が口を開きかけた時、郁人さんはついと顔を逸らして手で前髪を掻き上げた。

「純奈も、俺が好きだと思っていい？」

「……はい」

　ドクンドクンと鳴り響く心臓の音がうるさい。

「私、郁人さんが好きです。ずっとずっと、好きでした」

　意図せぬ形にはなったけれど無事に想いを伝えられて安堵する。

「ずっと？」

　郁人さんは、嬉しさと困惑をない交ぜにしたような複雑な表情を作る。

　こんな顔もするのだと、頬を緩めながら郁人さんを見つめた。

「まず私が結婚の話を持ち出したところから始まる……」

「ちょっと待って。すごく気になるけど、とりあえず部屋に入らないか？」

　郁人さんは決まり悪い表情になって、玄関から真っ直ぐ伸びる廊下の奥へ目配せする。

　突き当あたりにある扉はおそらくリビングへ繋がっているのだろう。それを目にして肩からどっと力が抜けた。

「それもそうですね」

　クスクス笑うと、郁人さんは眉を下げる。

「部屋に上げたら歯止めがきかなくなると思っていたんだけど、結局玄関で襲ったから意味なかったな」

　冷静な判断ができなくなるくらい、感情で動いたってことだよね。

　その事実が嬉しくて、口から笑い声が漏れそうになる。

　滅多に見られない彼の姿を愛おしく感じながら、郁人さんの肩を貸してもらってパンプスを脱ぐ。

　なんだか恋人同士みたい……って、私たち恋人？　婚約者？　になったんだよね？

　実感が湧かず、まだ半信半疑でいる。

　廊下に上がった後、念のため転ばないように郁人さんの腕に寄りかかる。すると頭の上に盛大な溜め息が降ってきて慌てた。

「ごめんなさい」

　調子に乗りすぎた。

　ぱっと離れた私の二の腕をすぐさま掴んで、郁人さんは顔を覗き込んでくる。

「純奈って意外と甘え上手？」

「へっ？　いえ、そんなことは……でも交際経験がないので、好きな人の前でどうなるのか自分でも分からないです」

　どさくさに紛れて恋愛経験のなさを伝えた。

　二十五歳で経験がないというのは、そこまで珍しくはないはず。でもなにか私に問題があって処女を捨てられていないと思われたら嫌だな。

　気まずさから、へらっと笑う。郁人さんの顔からすーっと表情が消えていくのが見て取れた。

　あ……引いてる。そうだよね、処女が面倒くさいと感じる人はいるって聞いたことがあるし。

　だからといって隠し通せるものでもない。

「あの……」

「無自覚なんだろうけど、あまり煽らないでほしい」

　どうにか場を取り繕おうとしたら、斜め上の発言をされてポカンとした。

「はい？」

　首を傾げながら言われた言葉を噛み砕こうと必死になる。

「まだ話さないといけないことがあるんだろう。それをすっ飛ばして、すぐにでも抱きたくなる」

　再び呆気に取られる。どこまでも郁人さんの思考回路が理解できない。

　今の会話から、どうしたらそうなるの？　これが経験値の差？

　今日は告白するつもりだったから、気合を入れるためにも一応、手持ちのなかで一番可愛い下着を身に着けてきたけれど。

「私、胸が小さいのがコンプレックスで……」

　自信のない胸元に視線を落として唇を噛んだ。

　沙夜さんや例のクライアント女性の豊満な姿が瞼に浮かぶ。

　こんな貧相な身体で、経験豊富な郁人さんを満足させられる自信がない。

「……分かった。とりあえず、純奈は水を飲もうか」

　郁人さんは目元に手をやって唸る。

　あれ？　そういう意味じゃなかった？

　訳が分からないまま私は困り顔で頷いた。

　通されたリビングは必要最低限の家具しか置かれていなかった。

　テーブルの上にあるノートパソコンと、その周りに乱雑に置かれた書籍や雑誌だけが生活感を放っている。

　郁人さんは私をソファに座らせると、キッチンから水が入ったグラスを持ってくる。

　グラスを受け取って一気に飲み干し、背筋を真っ直ぐに伸ばして私はこれまでの経緯を語る。

　二年前から郁人さんに特別な感情を抱いていて、だから契約結婚を申し出たのだと説明し、そのうえで立場を利用して結婚を迫ったことを詫びた。

「郁人さんの気持ちを無視して、自分だけが幸せになろうとしていました。すみませんでした」

　頭を深々と下げる。はらりと落ちた長い髪が視界を覆った。

「俺も同じだから、謝らないでほしい」

　郁人さんの声に顔を上げる。

「同じ？」

「ああ。ずっと純奈が好きだったから、契約結婚の話は絶好のチャンスだと思った」

　まさか。あの時すでに私を好きだったとでも？

　そういえばさっき、郁人さんも私とおなじように〝ずっと〟と言っていた。

　信じられなくて声が出ない。

「それにしても純奈も舟橋社長の話を聞いていたとはな。純奈と結婚の必要性がないと知って、時間をかけて好きになってもらう予定でいたのに、悠長に構えていられなくなった。だから焦って、カッコ悪いと分かっているのに余裕をなくして嫉妬した」

　それって、私とまったく一緒……。

「俺が純奈の存在を意識するようになったのは、互いに顔を合わせる前と断言していい」

　語り始めた郁人さんの声を、一語一句聞き逃さないように神経を集中させる。

「気を悪くしないでほしいんだが」

　郁人さんは前置きをして続けた。

「舟橋社長の孫娘。その扱いづらい新入社員を、誰の下で働かせるのか一時期問題になっていた」

　今さら聞かされたところでなんとも思わない。私は無言で頷く。

「俺自身マイナスの感情を抱かずに、純奈をアシスタントにつけたのかと問われれば、答えはノーだ」

　唇をギュッと噛む。

　そうだよね。郁人さんだって面倒な人間のお守は嫌だったに違いない。

「ただ、放っておけなかった。唯一、相沢くんだけは違っていて、むしろ積極的に自分のアシスタントにと舟橋社長に掛けあっていた。その背景も、俺が純奈をアシスタントにする後押しになった」

「どうして相沢さんではいけなかったんですか？」

　祖父も言葉を濁していたけれど、相沢さんにはなにか問題がありそうだ。

「それはおいおい話すよ」

　苦みを滲ませた声色で言われたので、気になったが追及はしない。

「入社して一ヶ月も経つと、純奈への印象は百八十度転換したよ。性格は真っ直ぐで、純真で、強い。周りからの嫌がらせに屈せず、腫れ物扱いされてもいつだって凛としていた」

「買い被りすぎですよ」

　それでも嬉しい気持ちは隠せなくて笑みがこぼれる。

　本当によく見てくれていたんだな、と胸が温かくなった。

「どちらかと言えば純奈は、可愛いというより綺麗って感じだろう。でも中身は愛くるしくて、よく笑って、俺の気持ちをいつも明るくさせた」

　郁人さんの口から褒め言葉がたくさん飛び出してきて、むず痒くなって身をよじった。

　郁人さんは優しい眼差しを私に注ぐ。それがまた照れくささを煽った。

「それからとても勉強熱心で、デザインに対する熱意を俺は一番に買っていた。だから純奈が一人前のデザイナーになるまで、俺が面倒をみようと思ったんだ」

「……ありがとうございます」

　すごく嬉しい。一番に認めてもらいたいと願っていた人に、ここまで大切にされていたなんて。

「そんな時、純奈がラベンダーの花を持ってきたんだ。花が好きなのかと聞いたら、純奈は」

「好きです。花は人を癒してくれますから。花がすぐに枯れてしまう時って、人の疲れを吸収したからなんですって」

　私は続きを引き取り、あの日と同じように語る。郁人さんは少し驚いて頷く。

「意図が分からなくて首を捻った俺に、純奈は笑いながら、事務処理はすべて引き受けます。今日は早めに帰ってくださいねって言ったよな。それで純奈の言動を理解して、弱っていた心をグッと鷲掴みにされた」

「えっ、あれでですか？」

「あの時の俺は、寝不足と眼精疲労からずっと頭痛が続いていて、内心まいっていたんだ。会社の人間は、どうやら俺をサイボーグかなにかと思っている節がある。それもあって疲労感を顔に出さないようにしていたし、誰も気づいていないと思っていたのに、純奈は気づいた」

「それは郁人さんが好きで、いつも見ていたから」

「嬉しかった」

　優しい眼差しで言われて、胸がキュンッと鳴った。

「それから花の香りを感じる度に、純奈の温かさに触れているようで心地よかった」

　なんだかすごく照れくさい。

「純奈を注意深く観察していると、これまで知らなかった部分も見えてきた。朝早く出社してデスク周りなどを綺麗に整え、共有本棚の整頓をしていること。それらの片付けをしながら、人知れず涙している時があるということ」

　見られていたんだ……。

　それは本当に一時期だ。会社に馴染めず苦悩していた頃。

　でもすぐに郁人さんが心の支えになってくれたから乗り越えられた。

「初めて純奈の涙を目にした時、ショックだったよ。どうして気づいてやれなかったのかと反省した。辛いに決まっている。心を許し、助け合う同僚はいない。上司の俺には弱音を吐けない。誰だって完璧じゃない。どうして純奈の口から一度も泣き言が漏れないのを疑問に思わなかったのか。その日を境に、俺は誰よりも純奈の近くで、プライベートでも守ってやりたいと思うようになったんだ」

「つまり、その時から私を好きでいてくれたんですか？」

「そうだよ」

　そう言って、郁人さんは慈愛に満ちた眼差しを私に注いだ。

「長い間、俺たちはすれ違っていたんだな。だからといって時間を無駄にしたとは思わない。純奈は入社したばかりで、仕事に専念する必要があっただろう」

　そう言われてゆっくりと頷く。

「俺は俺で、やる気のある新入社員に手を出そうとも考えなかったし」

　やっぱり考え方がしっかりしていて大人だな、と思う。

　入社三年目といっても、私はまだまだ未熟だ。恋にうつつを抜かしていないで、早く一人前になれるよう努力を積み重ねていく途中にいる。

　それでも、あたり前だけれど、入籍する前に想いが通じ合ってよかった。

「郁人さん」

「なんだ？」

「今、どうしても、郁人さんに抱きつきたいです」

　ジッと見つめて懇願する。郁人さんは僅かに眉を動かした後、自分の胸に私を抱き寄せた。

「本当に、純奈は真っ直ぐにぶつかってくるな」

　声が耳にかかってくすぐったい。心臓は壊れそうなほど高鳴っているけれどすごく安心感があった。

「幸せです」

　心から伝えると、郁人さんは優しい声で「俺もだよ」と囁いた。

















愛を語らう












　寝ている間に蹴飛ばしたらしい布団も、カーテンの隙間から差し込む陽射しもいつもと変わらないのに。それらすべてが輝いて見えるくらいには幸せボケしている。

　解散してから数時間しか経っていないのに、もう郁人さんに会いたい。

　ベッドに寝転がったまま目を両手で覆い、マンションの玄関で翻弄されたことを思い出して発狂しそうになった。

　未経験なくせに、もっと触れてほしいと思った。

　もしかして私って貪欲なのかな。

　腕をどけて天井を仰ぎながら、自分でも知らなかった新たな一面に苦笑した。

　浮足立つ心をなんとか抑えつけて身支度を済ませると、いつも通り始業時間より少し早めに出社する。

　昨日郁人さんは、クライアント女性との関係について私が納得するまで説明をしてくれた。

　現在郁人さんは、新規オープンするジュエリーショップの内装デザインを任されている。数日前その店のライバル店が同時期に、同じコンセプトでオープンすることが分かり、慌てて対策を練っていたそうだ。

　そしてクライアント女性は結婚しているとも聞かされた。

　そうとは知らずに盛大に嫉妬した自分が恥ずかしい。

　郁人さんは今日も朝から件くだんのお店に出向くので、夕方まで会社には顔を出さないはずだ。

　会いたくてたまらないけれど、今の私は煩悩まみれなので会わない方が仕事に集中できてよかった。

　問題なく一日を過ごし、定時を迎えてデスク周りを片付ける。

　もしかしたら郁人さんが来るかもしれないし、少しだけ待ってみようかな。

　もう社員たちは退社していて残っているのは私だけ。タイムカードは切ってあるので、本棚から拝借したデザイン本にのんびりと目を通す。

　そうして時間をやり過ごしていると、不意に人の気配を感じて顔を上げた。

「お疲れさま」

　にこやかな笑顔で私の前に立っている相沢さんを目にして、ざわっと胸が嫌な音を立てる。

「相沢さん。お疲れさまです」

「まだいたんだね」

「相沢さんはどうされたんですか？」

「ちょっと忘れ物を取りに」

「そうですか」

　静かな沈黙が走る。

　またなにか言われるのかな、という私の予想は的中した。

「緒方さんは今日も例のクライアント女性と一緒なんだね」

「それについてですが、郁人さんからきちんと説明を受けたので、心配するようなことはないです」

「へえ」

　相沢さんは浮かべていた笑みをすっと引っ込めた。

「言われたままを信じるの？」

「はい」

「緒方さんってあの見た目だし、絶対に恋愛経験豊富だよね。純奈ちゃんみたいな女の子を丸め込むなんて、簡単なんじゃないのかな」

　相変わらず、私の心を揺さぶるような言い方だ。

「郁人さんは誠実な人です。嘘をついたりしません」

「心配だなあ。本当に緒方さんで大丈夫なの？　絶対に俺の方が純奈ちゃんを大切にできると思うんだけど」

　散々私の心を掻き乱して傷つけているくせに、本気でそう思っているの？

　睨むようにジッと相沢さんの瞳を見据えた。

「私は郁人さん以外に考えられません」

「……気に食わないな」

　急に相沢さんの声色が変わった。冷笑を浮かべてにじり寄ってきて、強い力で私の手首を掴む。負けるものかと全力で手を引いたがびくともしない。

「手を放してください」

　震える声で訴えても相沢さんは聞き入れてくれない。それどころか更に顔を近づけて、キスをしようとしてきた。

　嫌だ。

　気づいた時には手にしたままだった本ごと腕を大きく振りかぶっていた。

　本が相沢さんの身体にぶつかると、私の手にも鈍い衝撃が走ってジンジンと痺れるような痛みが広がった。

　殴る方もこんなに痛いのだと初めて知る。

　相沢さんは激しく顔を歪めて、私の手首から自身の手を離した。それから乱れた髪を手で撫でつけて、はあ、と大きな溜め息をついた。

「ごめんなさい」

　震える声で殴ったことを謝罪する。

「本気で緒方さんに好かれているとでも？」

　相沢さんはそう言って、ぎらついた目で私を睨んだ。

「純奈ちゃんの恋人であれば社長になれるから、仕方なく付き合ったにすぎないだろ」

　耳に届く台詞が相沢さんのものだと信じがたく、目を見開いて立ち尽くす。

「俺の方がミセルに長くいるのに」

　これについては、祖父と郁人さんから詳細を聞かされていないのでなんとも言えない。

　でもやっぱり悔しいよね。実力がある人だから余計に。

「たいした努力もせずに、前社長に気に入られているから社長になるなんて、この会社も地に落ちたよな」

　感情的になると、思ってもいない言葉を吐いてしまう時がある。だから今の言葉がすべて本心とは断言できない。

　しかし郁人さんと、祖父が築いた会社を罵倒する発言を、黙って聞いてはいられなかった。

「努力という不確かなものは目に見えないです。デザイナーという仕事が、才能だけでやっていけないものであるということは、相沢さんがよく知っていますよね。本当に努力もせず、郁人さんがあの地位まで上り詰めたとでも言うんですか？」

　語気を強めて言う。相沢さんは苦虫を食い潰したような表情になった。

「郁人さんがどれだけミセルのために尽力しているのか、私は知っています」

　相沢さんだって理解しているはず。だからこんなにも、やりきれない顔をしているのだ。

「ふたりが結婚したら、ますますミセルが嫌いになりそうだ」

　相沢さんの言葉に胸が痛んだ。少し前に耳にした、女性社員ふたりの言葉と重なる。

　やっぱり私はミセルにいるべきではないのだろうか。

「相沢さ……」

「それなら独立すればいいだろう」

　どこからともなく飛んできた声に、私と相沢さんは揃って周りを見回す。

　物陰から突然姿を現した郁人さんを見据えて、相沢さんは鬱陶しそうに舌打ちした。

　郁人さんはこちらに歩み寄りながら話し続ける。

「相沢くんの実力があれば個人でやっていける。そうでなくても、たくさんの引き抜きの話が来ているだろう。俺を目の敵にして、俺のもとで働きたくないのならミセルを辞めればいい」

「ついに本性が出ましたね」

「そっちもな」

　郁人さんは私の横に立ち、安心させるように背中に手を回す。

　やっとまともに息ができた気がする。動悸が激しくてずっと息苦しかった。

「それがお望みでしたら、そうしてあげますよ」

　本気じゃないよね？　相沢さんはうちの看板デザイナーなのに。

「俺は社員の意思を尊重する」

　郁人さんの言葉に、相沢さんは「はっ」とどこか馬鹿にしたような笑い声をこぼした。

「舟橋社長が緒方さんを社長に、と決断を下したのなら仕方ないと思った。だけどそれが、純奈ちゃんの婚約者であるという理由なら納得がいかなかった」

　忌々しそうに吐き捨てる相沢さんが痛々しく、見ていられなかった。

「……以前にもお話しましたが、祖父は私と交際していなくても、郁人さんを後継者に望んでいましたよ」

　私の言葉に相沢さんは顔を歪ませて俯く。

　人の上に立つには才能以外にも必要な能力があるはずだ。それが郁人さんにはあって相沢さんにはなかった。

　言葉にすればとても簡潔だけれど、当事者にしてみれば胸をえぐられるほど辛辣な事実。私は身をもって知っている。

　相沢さんは下を向いたまま、私たちの顔を見ずに背を向けてその場から離れていく。

　引き止めようにもかける言葉が見つからず、私は息苦しい胸に手を置いて相沢さんの背中を見送った。

　そして郁人さんも、私の心配をよそに立ち去る相沢さんを呼び止めなかった。

「いいんですか？」

「好きにさせればいい」

　郁人さんは私の手から本を引き抜きデスクの上に置く。それから私の腰を抱き寄せて、優しい手つきで頬を撫でた。

「舟橋前社長が退任された時は会社が不安定だったし、相沢くんの存在は必要だった。でも社員たちが新体制に慣れてきた今はそうでもない。たしかに相沢くんに抜けられると痛手だし、顧客も持って行かれるし、彼を支持している社員まで後を追うかもしれない」

「やっぱり辞められたら困るじゃないですか」

「そうなったら、もう一度立て直すだけのこと。変化を恐れていては、なにも得られない」

　迷いを感じさせない口調で諭されて、やっぱり郁人さんは人の上に立つ人間なのだと実感させられた。

「相沢くんの女癖の悪さは、一部の人間の間では有名な話だったんだ。もちろん舟橋社長もご存じだよ」

「相沢さんが!?」

　いきなり告げられた真実に驚愕する。

「そんな話、初めて聞きました」

「社内の人間には手を出さない、という彼なりのルールがあったらしい。そのおかげかミセルで彼のよくない噂は耳にしなかった。ただ社外には関係を持った女性があちこちにいるらしい」

　ひとつの場所に腰を据えて……という話からして、ミセルの社員に手を出さなかったというのは頷ける。

「だから念のため、相沢くんのアシスタントに純奈をつけなかったんだ」

　祖父と郁人さんが口を濁していたのにはこんな理由があったのか。

「相沢さんを社長に据えなかったのは、それが理由なんですか？」

「それがすべてではないだろう。だが、ネックになっていたのは事実だ」

　そうなのか、と胸にストンと落ちた。

　女性関係が理由となれば、祖父が言葉を濁したのも頷ける。

　ミセルの女性社員に手を出さなかった相沢さんが急に私との距離を縮めようとしたのは、やはり社長の座を狙っていたからなのか。

　社長という立場に拘りをもっていない私にとって、彼の心情すべてを理解するのは困難だ。

　どっと押し寄せた疲労感に大きな息をつくと、郁人さんが私の顔を覗き込む。

「ところで純奈は、相沢くんになにかされたんじゃないのか」

「いえ、むしろ私の方がなにかしたといいますか……」

　首を捻った郁人さんから視線を逸らす。

「……キスされそうになったので、本で殴りました」

　自己防衛だとしてもあれはやりすぎだ。紙が厚い装丁のものだったから痛まずに済んだけれど、本だって可哀想だ。

「勇ましいんだな」

　どう受け止めていいのか分からない言葉をもらい、郁人さんの顔色をうかがう。郁人さんは目元を和らげて私を見つめていた。

「キスされなくてよかった」

　ゆっくりと近づいてきた唇が私の唇と重なる。

　すぐに身体から力が抜けていくのを感じて、慌てて分厚い胸板を押し返した。

「ここ、会社です」

「もう誰もいない」

「だとしてもダメです。ただでさえ悪い噂があるのに……」

「悪い噂？」

　どうやら社長である郁人さんの耳には入っていないようだ。

　そこで私は、前社長の孫の婚約者だからという理由で郁人さんが社長に抜擢されたという、謂れない言いがかりをつけられているのを、以前女子トイレで耳にしたと告げる。

　加えて、私が贔屓されていると疑われている話もかいつまんで説明した。

　そのうえで、私はミセルを辞めた方がいいのかもしれないと吐露した。

「どうしてそうなるんだ」

　郁人さんは眉根を寄せる。

「私がいると、他の社員たちが働きづらいですから」

「辞める必要はない」

「でも……」

「俺が守るから。だから純奈も強くあってほしい」

「私たちの心持ちだけで、どうにかなる問題ではないです」

「どうにかしよう。時間をかけてでも」

　食い下がる郁人さんに私はグッと詰まる。

　強い意思が感じられる瞳で見つめられたら、なにもかも上手くいくのではないかと思ってしまう。

　頷くと、郁人さんはまた私の頬に手を伸ばしてきた。

「郁人さん。だからここ、会社ですよ」

「じゃあ俺の家に連れて帰ってもいい？」

　熱のこもった瞳で問われ、胸がぞくぞくと躍るように鳴った。

　今夜こそ大人の関係になるのだろうか。

　不安はまったくなく、淡い期待だけが胸に満ち溢れる。

「はい」

　蚊の鳴くような声で返事をする。すると郁人さんは目にもとまらぬ速さで帰り支度を始めた。
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　靴を脱ぐ時間すら惜しかった。すぐにでも純奈に触れたくて、玄関に入ると同時に壁へ押しやる。

　柔らかい唇に噛みつくようにキスをしたら、その気持ちよさに囚われて、もう止められないと悟った。

　純奈はきっと経験がない。だから時間をかけていくつもりでいたのだけれど。

　息継ぎのタイミングすら分からず、苦しそうに、でも気持ちよさそうにする純奈の表情に心が激しく揺さぶられる。

　自分で思っている以上に俺は純奈にはまっている。

　相沢くんは純奈を利用するつもりだったのだろう。彼は好きという感情がなくても女性を簡単に抱けるはずだ。

　純奈に近づき、キスまでしようとした事実を思い返すだけで嫉妬心が膨れ上がる。

　ふたりの仲睦まじい姿を目にして、もしかしたら純奈が相沢くんに惹かれているかもしれないと思った馬鹿な自分を殴ってやりたい。

　身を引くべきなのかと悩み、純奈を傷つけないように様子をうかがっている場合ではなかった。もっと早くに対処すべきだったのに。

　俺の決断が遅かったばかりに彼女を危険な目に遭わせた。

　さらに深くキスをすると、純奈の腰からガクッと力が抜ける。咄嗟に支えて、ようやく純奈の柔らかな唇を解放した。

　とろんとした目で俺を見つめる姿に激しく欲情する。

　早く抱きたい。

　足元に跪いて窮屈そうなパンプスを脱がすと、純奈は「きゃっ」と可愛らしい声を上げる。

　戸惑う姿に庇護欲を掻き立てられて彼女の身体を担ぎ上げた。

「郁人さん!?」

　驚愕の声にかまわず寝室へ直行する。

「あ、あの、シャワーは？」

　その発言から純奈も行為をする心づもりでいたのだと察する。それに安堵して事を進める。

「綺麗だからそのままでいい」

「綺麗じゃないですよ！」

　純奈をベッドに組み敷いて、その魅力的な身体に噛みつきたいのを抑えて言う。

「すぐにでも純奈に触れたい。ダメか？」

　俺の必死さは、表情と声を通して純奈にも伝わっただろう。純奈は眉を下げて困惑した表情を見せたが、なんとか頷いてくれた。

「終わったら一緒に風呂に入ろう」

「そんなの無理です！」

　純奈は泣きそうな顔をぶんぶんと横に振る。

　そんな姿も愛おしい。

　身体の奥底からなにか得体の知れないものが這い上がってきて、ぶるっと身体を震わせた。

　まいったな。理性の欠片も残せそうにない。

「できる限り優しくする。でも、俺も余裕がないんだ」

　俺の情けない発言に純奈は瞳を揺らした。

「言い方が悪かった。余裕はなくても痛くないようにする」

　初めての行為への恐怖心を少しでも拭い去ってやりたい。

「嫌になったら止めていいから」

　本当だと伝えるために、純奈の瞼に優しくキスをする。純奈がおずおずと頷いたのを確認してから胸の膨らみに手を置いた。

　途端に純奈が身体を震わせて、堪らずといった様子で甘い吐息をもらす。

　もっと苛めたい。俺の腕の中でもっと乱れてほしい。

　とんでもない思考だと我ながら笑ってしまう。

　愉しげにする俺を純奈は遠慮がちに見上げた。

「郁人さんも、余裕がないんですか？」

「ああ」

　掠れた声で返すと、純奈は照れくさそうに微笑んだ。
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　可愛らしい姿に見惚れている俺に純奈が小さな声で呟く。

「私なんかに、必死になってくれる郁人さんが好きです」

　あー……可愛すぎる。

　純奈はこうして素直にぶつかってきてくれる。

　この彼女の真っ直ぐな性格に強く惹かれたんだ。悩み、迷う時だってあるだろう。それでも純奈は最後に必ず前を向く。

　なにせ契約結婚の提案をするくらいだからな。

　純奈の心の強さがなければ、俺たちはもしかしたら一生交わらなかったかもしれない。

　そう考えると、俺って結構情けないなと内心苦笑する。

　彼女に無理をさせないよう、これからは俺がそばで支えて守っていきたい。

「郁人さん。なに、考えてるの……？」

　純奈のことしか考えていなかったのだが、その言葉についにたがが外れた。

　これまで純奈が俺に敬語を使わなかった時などなかったのに、この場面で甘えてくるとは。

　これを計算なしでやっているのだから恐ろしい。

「どうしたら純奈が気持ちよくなってくれるかなと」

　フッと笑うと、純奈は泣きそうなくらい瞳を潤ませて真っ赤になった。

　ほんと可愛いな。

「純奈は横っ腹が弱い？」

　聞きながら撫で上げると、純奈は小さな悲鳴を漏らす。

「そんなの知りません」

「自分でも知らない部分を、これから俺に暴かれるのか」

　純奈はなんとも言えない顔になる。そしてそんな自分の顔を隠すためか、俺の首に腕を絡ませ抱きついてきた。

「意地悪……」

　純奈の羞恥心を含ませた吐息交じりの声が俺の耳たぶを湿らす。

　背中がぞくぞくとして快感に包まれた。

　もうそこから先は、純奈が好きだということ以外なにも考えられなかった。

「純奈、愛してる」

　俺が与える快楽の波に襲われている純奈は、声にならない声を上げる。

「一生大事にするから」

　ありったけの想いを込めて丁寧な口づけをすると、純奈の口から甘い吐息が漏れた。

　ずっと触れたいと願っていた彼女が俺の腕の中にいる。

　恋い焦がれていた想いをすべて注ぎ込むように純奈を抱く。

　部屋に響く純奈の声に酔いしれつつ、自分でもコントロール不可能な純奈への重すぎる愛情に溺れていった。

















正真正銘の恋人












　休日の今日、私たちは結婚式の打ち合わせを終えて郁人さんのマンションで穏やかな時間を過ごしている。

　初夏を迎えたばかりだが、今日は少し肌寒いのでホットコーヒーを片手に柔らかなソファに身体を沈めてリラックスしていた。

　想いが通じ合ってから、私たちはこれまで足踏みしていた時間を巻き返すように結婚式に向けて動いた。

　相変わらず忙しい郁人さんだったけれど、自身の受け持つ仕事をセーブするようになったおかげで一緒に過ごす時間は増えた。そしてそれに反比例するかのように、なぜか相沢さんの仕事は増えた。

　采配を振るのは郁人さんだが、意図してそうしたのかは私には分からない。

　けれど、突如として自身にのしかかった大量の案件を疎かにするのをためらった相沢さんは、献身的に業務にあたった。辞表を出す余裕すらないほどに。

　社内外問わず相沢さんへの評価は以前に増してぐんと上がり、益々彼を支持する人間が増えた。

　例に漏れず、私もそう。

　現在の相沢さんの仕事ぶりに尊敬の念を抱かない方がおかしい。

　郁人さんにそれを伝えるのはどうかと思ったが、相沢さんがミセルを去るのを引き止めてほしいという思いを込めて、ぽろっと本音をこぼした。

「相沢さん、最近勢いが止まらないですよね。これまで以上に、ミセルの顔になりつつあるというか」

　ソファの前のテーブルで、ノートパソコンをタイピングしていた郁人さんをうかがうように盗み見れば、彼は動かしていた手を止めて、ふっと表情を和ませた。

「相沢くんの実力は誰しもが認めている。当然の評価だ」

　そう言って、またマウスをクリックする。

　式場からの帰り道、急にデザインが浮かんだと言って、帰るなりパソコンの前から離れようとしない。

　もちろん私がそれを不満に感じるわけもなかった。ゼロから作り上げられていくデザインを眺めているのは楽しい。

　お互いの心を探り合っていた時とは違い、今の私たちは素を曝け出し、いい関係を築けていると思う。

「郁人さんは、相沢さんにミセルにいてほしいんですか？」

　私の何気ない言葉に、郁人さんは前を向いたまま動きを止める。

「そうだな」

　意外な返答に私は目を丸くする。

「そんなふうに思っていたなんて意外です。郁人さんから独立をすすめたのに」

「才能ある人間を手放したいはずがないだろう」

「じゃあ、以前に増して相沢さんに仕事を振っているのはあえて？」

「想像に任せるよ」

　郁人さんは穏やかな口調で答えて、再び手を動かした。

　教えてくれてもいいのに。

　以前までは〝素敵な男性〟が板についていた郁人さんだったけれど、ここ最近は肩から力を抜いた様子で、いい意味で私を丁寧に扱うことはなくなった。

　気を許してくれているようで嬉しいし、ようやく本物の恋人になれたようで心地いい。

「実は、気になって相沢さんに聞いてみたんです」

「なにを？」

「このままミセルにいるのかと」

　郁人さんは身体ごとこちらに向き直り、目で続きを催促してきた。

「未来は分からないけれど、とりあえず今はミセルを離れる時期じゃないって言っていました」

　あの出来事がなかったかのように、相沢さんは以前のように柔らかな態度で私に接してくる。

　あまりに普通だから、これまでの事がすべて夢だったのではないかと思うくらいに。

「そうか」

　郁人さんは顎を手で触り、視線を宙にさまよわせた。それから小さく息をつく。

「教えてくれてありがとう」

「いえ。こじれたのは私のせいでもありますし」

　今すぐ相沢さんがいなくなるわけではない。でもいつかは独立する心づもりだろう。

　その日までに私も会社の主要な戦力になりたい。

　ちなみに私とミセル社員との微妙な関係性を改善させる案はまだ浮かんでいない。きっとこのまま平行線を辿るのだろう。

　だからこそ余計に、周りが私と働きづらいと思わなくなるほど、デザイナーとしての地位を確立したいと思っている。

　残り少なくなったコーヒーを飲み干して、テーブルにカップを置く。そのまま床に座っている郁人さんの横に、すとんと腰を下ろした。

　邪魔になるのは分かっているけれど、シャツをまくり上げた筋肉質な腕に引き寄せられて身体をぴたりとくっつける。

「どうした？」

　郁人さんの声に「うーん」と曖昧に答えながら、逞しい身体に顔を擦り寄せた。

　幸せだなあと胸が温かくなる。

　目を瞑って、郁人さんからほのかに香るシトラス系の匂いをすうっと吸い込んだ。

「純奈って猫みたいだな」

　不意に落とされた言葉に、「ん？」と目を開く。

「いつもはシャキッとして、つけ入る隙がないって感じだけど。たまに甘えてくるよな」

「そうですか？」

　言われてみれば、心地いい雰囲気に緊張がほぐれて大胆な行動を取る時があるかもしれない。……今のように。

　急に自分の図々しい行動を自覚して羞恥心が込み上げる。

　すすすっと音を立てずに郁人さんから離れようとしたけれど、すぐに腕を掴まれて動きを封じられた。

「この期に及んで逃げるなんて、ますます猫みたいだ」

「猫の生態が分からないのでなんとも……」

　私は顔が火照るのを自覚しながら受け答えする。

「うちの実家に猫がいたんだ。可愛いよ、猫」

「そうですか」

「でも、純奈が世界で一番可愛い」

　柔らかな表情をたたえながら、甘ったるい声で囁く郁人さんに胸を鷲掴みにされる。

　恥ずかしげもなく、サラッとこういうことを言うんだよね……。

　なにも言い返せずにいる私の唇をさらって、郁人さんは私の背をソファに押し付けた。

　私の口からくぐもった声がこぼれ落ちる。

　こうなるともうなにも考えられない。郁人さんから注がれる愛情を感じながら、私は幸せな気持ちで彼の背中に手を回した。







〈ｅｎｄ〉
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